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まえがき

　欧州の代表的基準であるSIA基準（スイス）、BS基準（イギリス）およびDIN基準（ドイツ）などの設計フ

ォーマットは、限界状態設計法を採用している。現在は、ご承知のように欧州統一規準であるユーロコ

ードの作成作業が進められており、鋼構造関係のユーロコード3は2004年完成を目指して最終段階に

ある。一方、アメリカのAASHTO示方書は、現在許容応力度設計法（ASD）、荷重係数法（LFD）および

荷重抵抗設計法（LRFD）が並存しているが、2007年には48州で荷重抵抗設計法（LRFD）に完全に移行す

る予定である。

　このような海外の動向に対して、わが国の道路橋示方書は、本年性能規定型の技術規準を目指して、

要求する項目とそれを満たす従来からの規定とを併記する書式として改訂された。今後、次世代のわが

国の設計基準は部分安全係数を用いた限界状態設計法による安全性照査式によるフォーマットに移行

することになろう。なお、限界状態設計法に関して、日本道路協会は昭和60年に「限界状態設計法の

書式による道路橋示方書II鋼橋編」をまとめている。さらに、この基準を基礎にして鋼橋技術研究会

限界状態設計法研究部会では、平成10年に「限界状態設計法の書式による鋼道路設計指針」を作成し

ている。

　このような現状に鑑み、本限界状態設計法WGでは、この「限界状態設計法の書式による鋼道路設計

指針」が果たして実際の橋梁設計に適用できるのだろうか、また現在の許容応力度設計法と設計照査な

どがどのように変化するのだろうか、さらに限界状態設計法を適用することの意義はどこにあるのだろ

うかなどの意見がだされ、討議の結果、この指針を用いて限界状態設計法の書式による鋼道路橋の設計

計算例の作成を活動の目的とした。実際に対象にした橋梁は、単純活荷重合成1桁橋である。

　なお、（社）日本橋梁建設協会の講習会テキスト「合成桁の設計例と解説」（平成12年）と体裁を統一し、

許容応力度設計法による設計計算例と容易に比較できるように配慮している。また、（財）鉄道総合技術

研究所の「限界状態設計法による設計計算例　合成桁」（平成4年）も参考にしてまとめている。そのた

め、限界状態設計法の書式の問題点なども本報告書では指摘している。

　本限界状態設計法WGの報告書は、須藤聡グループ長（日本鋼管）および藤原英之前グループ長（トピー

工業）のもと4年間の活動をまとめたものである。委員全員が積極的に活動したことにより、大いに役立

つ報告書が完成したものと考える。今後、本報告書が多くの機会で活用していただければ幸いである。

　　　　平成14年3月

東京都立大学　野上邦栄
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第1章　限界状態設計法の書式による設計計算例（合成桁）
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はじめに

　本WGでは、鋼橋技術研究会　限界状態設計法研究部会の活動によりまとめられた、「限

界状態設計法の書式による　鋼道路橋設計指針（平成10年12月）」（以下、鋼道路橋設

計指針）に準拠した設計計算例を作成した。計算例で取り扱った構造としては設計の計算

が繁雑となる合成桁をあえて選択し、設計作業の上での問題点についてもWGにて議論す

ることとした。

　設計例作成にあたってあらかじめ、許容応力度法（道路橋示方書）に準拠した橋梁の概

略設計を「JSP・4W　合成桁の概略自動設計（日本電子計算）」プログラムを用いておこな

った。設計計算例はこの断面力を用いたものとなっている。（概略設計結果は参考資料とし

て添付）

　鋼道路橋設計指針では、合成桁にっいて、「許容応力度での照査に比べて設計作業が煩雑

になることが予想される。よって、本検討では合成桁の照査の断面力表記は見送ることと

した。」とある。本WGでは鋼道路橋設計指針　第11章　合成げた　より（参考）断面力

表記による合成げたの照査式　に基づき設計計算例を作成した。また、「合成桁の設計例と

解説（日本橋梁建設協会）」に近い体裁をとり、許容応力度法の設計計算例との比較も容易

なように構成した。
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L設　計　条　件
形　　式
舗　　装
床　　版

設計震度
平面線形
横断勾配
縦断勾配
使用鋼材
現場連結
車両防護柵

荷　　重

適用基準類

単純活荷重合成1桁橋

アスファルト舗装　厚80㎜

鉄筋コンクリート床版

床版コンクリート　σck＝30N／㎜2

鉄筋（S　D295）σsa＝140N／㎜2
大型車の計画交通量

1日1方向当たり1000台以上2000台未満

Khニ0．25

R＝oo
2％山形直線勾配
レベノレ

SS400（形鋼），SM400，SM490Y
HTB　　S10T　　M22　　　　　　　　　　　．　　　　　1

鋼製防護柵

活荷重B活荷重
付帯荷重　型枠　98kN／m2

限界状態設計法の書式による鋼道路橋設計指針

　　　　　　　　鋼橋技術研究会　平成10年12月
道路橋示方書・同解説　　日本道路協会

　1．共　通　編　　　　　　　　　　　平成8年12月

　皿．鋼橋編　　　　　　　　　 〃

　皿．耐震設計編　　　　　　　　　　　　　　〃
道路橋示方書・同解説　S　I単位系移行に関する参考資料

　　　　　　　　日本道路協会　　平成10年7月
鋼道路橋設計ガイドライン（案）

　　　　　　　　建設省　　　　　平成7年10月
鋼道路橋設計便覧　　　　日本道路協会昭和55年8月改定
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3．床 版
3．1　設計方針
　　　　設計荷重　B活荷重
　　　　大型車の計画交通量

3．2　床版厚
　　　　道示 鋼6．1．5より

d＝k1・k2・（10

1日1方向当たり1000台以上2000台未満

d　：床版厚（cm）　小数第1位を四捨五入

k、：大型車の計画交通量による係数
　　　k1ニ1．20（係数k1の表より）
k2：床版を支持する桁の剛性が著しく異なるために生じる付加曲

　　げモーメントの係数
　　　k2＝L　O
d　o　：指針8・1・5の床版の最小全厚（cm）　小数第2位を四捨五入

3．2．1　片持版

　　　　床版支間　Lニ0．095m＜0．25m

　　　　doニ28L十16・＝28×0．095十16
　　　　　　ニ18．7cm
　　　　d　　　＝1．20×1．0×18．7＝22．4

　　　　四捨五入して22cmとする。

　　　　ハンチ高6cm、上フランジ厚2cmを考慮して

　　　　22十6－2ニ26cm＞22cm

3。2．2　連続版

　　　　床版支間　L＝2．55m

　　　　doニ3L十11＝3×2．55十11

　　　　　　ニ18．7cm
　　　　d　　　ニ1．20×1．0×18．7＝22．4

　　　　四捨五入して22cmとする。

道示鋼6．1．4

道示鋼6．1．5

　床版厚の割増
は道示式を準用

指針8．1．5

指針8．1．5
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3．3　設計曲げモーメント

　　　　　　　　1025

指針8．1．4

600　　425
250350125097

78

　8
　0D8
巽
　
8
　
8
　 0D

8

14
3
1
6
4

74

　　　　8　　8　　N

73

647
697

　　　2
　　　－

3．3．1

3．1

947
1020

　片持部
常時

3．1．1主鉄筋方向曲げモーメント（支点）

　舗　　装　一22．5×0．080×0．347×0．174　　　＝　一〇．11kN・m／m

　床　　板　一24．5×0．220×0．947×0．474　　　＝　一2．42kN・m／m

　地　　覆　一24．5×0．600×0．330×0．647　　　＝　一3．14kN・m／m

　ハンチ　ー24．5×0・060×0．947／2×0。316　　ニ　ー0．22kN・m／m

　防護柵　一〇．49×0．697　　　　　　　　　　＝　一〇。34kN●m／m

　高欄推カ　ー2．50×1．290　　　　　　　　　　＝　一3．23kN・m／m

　活荷重　一PL／（L30L＋0．25）
　　　　　　＝　　　×　　　　　　　　　×　　　　　　　　　　＝　　一

　　　合計曲げモーメント　　　　　　　　　　　　＝　一35．3kN・m／m

　　3．1．2配力筋方向曲げモーメント（先端付近）

　　　M＝（0．15L＋0．13）P

　　　　＝（0．15×0．097＋0．13）×100

　　　　＝＝14．5kN・m／m

3．2　衝突時

　　片持部の床板は通常、衝突時では決まらないため計算を省略する。 道示共4．2．2
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3．3．2　中間部

（1）主鉄筋方向曲げモーメント
1）支間中央

舗　　装　　22．5×0．080×（2。55）2／10　　　＝　　1．17kN・皿／m

床　　板　　24．5×0．220×（2．55）2／10　　　＝　　3．50kN・m／m

活荷重　　0．8X（0．12L＋0．07）×p×｛1．0＋（L－2．5）／12｝

・＝0．8×（0．12×2．55＋0．07）×100×｛1．0＋（2．55－2．5）／

12｝

＝　　30．21kN・m／m

合計曲げモーメント　　　　　　　　　　　　ニ　　34．9kN・m／m

2）中間支点

舗　　装　一22．5×0．080×（2．55）2／10　　　＝　一1．17kN・皿／m

床　　板　一24．5×0．220×（2．55）2／10　　　＝　一3．50kN・呼m

活荷重　一〇．8×（0．12L＋0．07）×P×｛1．0＋（L－2．5）／12｝

＝一〇．8×（o．12×2．55＋o．07）xloo×｛1．o＋（2。55－2．5）／

12｝

＝　一30．21kN・皿／m

合計曲げモーメント　　　　　　　　　　　　ニ　ー34．9kN・m／m

（2）配力筋方向曲げモーメント（支間中央）

Mニ0．8×（0．10L十〇．04）P

ニ0．8×（0．10×2．55＋0．04）×100

＝23．6kN・m／m 指針8．1．11

3．3．3桁端部
（1）片持部

3．3．1片持部における活荷重による曲げモーメントを2倍した曲げモーメ
ントにて設計する。

舗　　装　　　　　　　　　＝　一〇．11kN・呼m

床　　板　　　　　　　　＝　一2．42kN・m／m

地　　覆　　　　　　　　　二　一3．14kN・》m

ハンチ　　　　　　　　　＝　一〇．22kN・m／m

防護柵　　　　　　　　＝　一〇．34kN》m
高欄推力　　　　　　　　＝　一3．23kN・m／m

×　一　　　　　＝　一

合計曲げモーメント　　　＝一61．OkN・m／m

（2）主桁中間部

主桁中間部は片持部と同様の補強を行う。
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3．4　断面の決定

3．4．1　片持部

（1）主鉄筋方向

　設計曲げモーメント　Mニー35．3kN・皿／m

　ハンチ高6cmであるが、上フランジ厚2cmを考慮する。

　　　　　覇

異形鉄筋D19（SD295）

　　A、　：単位幅の引張側鉄筋断面積

　　A、’：単位幅の圧縮側鉄筋断面積

　　n　　：鉄筋コンクリートのヤング係数比
　　b　　：単位幅　100cm

　　x　　：版厚下端より中立軸までの距離

複鉄筋矩形断面として

15

　＿一η（4＋イ5’）　η（4＋オ3『）22雌
x一　　　　＋｛　　｝＋一（幽、＋グ’濯、。）
　　　　ゐ　　　　　　　ゐ　　　　　わ

　＿一15（191＋955）　15（191＋955）22×15
　一　　　　　　＋｛　　　　　｝＋
　　　　100　　　　　　　　100　　　　　100

　＝8．64cm

（22×19』＋8×955）

コンクリート断面係数　K　c

　　　加　　　X　　　　x－41
Kc＝一（4一一）十η・河5’　（ゴー49）
　　　2　　　3　　　　　x
　　　lOO×864　　　　　8．64　　　　　　　　　8．64－8
　　『　　　（22一一）＋15×955　　（22－8）
　　　　2　　　　　　3　　　　　　　8．64

　　ニ8408cm3

鉄筋断面係数　K　s

　　　　1　エK　sニ　＿＿κσ
“4一■

1　8．64
一　　　　　　　×8408ニ363cm3
1522－8。64

B－11
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・鉄筋コンクリート床板の耐久性照査

　　　コンクリート応力度　σ。

　　　　　　　M　353×106
　　　　σC＝一二　　　　＝4．2N／㎜2
　　　　　　κ。　8408×103

　　　耐久性限界圧縮応力度　σ．、F

　　　　σ㎡一』一竺一8．6N／㎜2
　　　　　　　35　　　35

　　　vσ　　　LO×42
　　　　　cニ　　　　ニ0．48≦1
　　　σcが　　　8，6

　　　鉄筋応力度　σ、

　　　　　　　M353×106
　　　　σ、ニーニ　　　　ニ97N／㎜2
　　　　　　κ5　363×163

　　　耐久性限界圧縮応力度　σ，、F

　　　　σ，、F＝140N／㎜2

　　　γσ　　LO×97
　　　＿二＿二．』L＝　　　　　　＝＝0．69≦1
　　　σ、び　　　140

（2）配力筋方向

　設計曲げモーメント　Mニ14．5kN・m／m

しΩ

卜
しΩ

の

丙　1
　9

140 4 o IOlN
l卜
NlI

ゆ

断面性能

　xニ6．38cm
　Kc＝4616cm3
　Ksニ199cm3

　　　　　M　145×106
　　σニーニ　　　　＝3．1N／㎜2
　　　cκ。　4616×103
　　σ。、F＝8．6N／㎜2

　　　γσ　　　1。0×3，l

　　　　　cニ　　ニ0．36≦1
　　　σ姫　　　＆6

　　　　　M　I45×106
　　σニ＿ニ　　　　ニ73N／㎜2
　　　sκ5　199×103

　　σ、、Fニ140N／㎜2

　　　　　　1．0×73
　　　γ　σ
　　　　5一　　　　　　 ＝0．52≦1
　　　σ、雇F　　140

異形鉄筋D16（SD295）

A＝14．19cm2　　
A、’ニAs／2ニ7．10cm2

B－12

指針8．L9
指針11．2．10
指針4．2．2

指針3，3

指針8．1．7
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指針4．2．2
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3．4．2　中間部

　（1）主鉄筋方向（支間・支点上）

　設計曲げモーメント　M＝一34．9kN・m／m

o
寸

0 0
0
D
一

150 5　　0
　寸

o
c
q
N

断面性能

　x＝7．24cm
　Kcニ6540cm3
　Ksニ293cm3

　　　　　　M　349×106
　　　σcニず6蜘×1びニ5・3N／㎜2

　　　σ。、F＝＝8．6N／㎜2

　　　vσ　　　正0×53
　　　　　c　ニ　　　　　　　＝0．62≦1
　　　σ酬　　　＆6

　　　　　　ル〆　349×106
　　　σ、ニーニ　　　　＝119N／㎜2
　　　　　陥　293×103

　　　σ、、Fニ140N／㎜2

　　　　　　　1．0×119
　　　γ　σ5　＿
　　　一一　　　　　　　　二〇．85≦1
　　　σ、バ　　　140

（2）配力筋方向

設計曲げモーメント　Mニ23．6kN・m／m

配筋は片持版と同様とする。

断面性能

　xニ6．38cm
　Kcニ4616cm3．

　Ks＝＝199cm3

　　　　　　“　236×106
　　　σc＝で妬16×1♂ニ5・1N／㎜2

　　　σ。、Fニ8．6N／㎜2

　　　vσ　　1．0×51
　　　　　cニ　　ニ0．59≦1
　　　σ、バ　　　＆6

　　　　　　M236×106
　　　σ，ニーニ　　　　＝119N／㎜2
　　　　　　κ5　199×103

　　　σ、、F＝140N／㎜2

　　　　　　　1．0×119
　　　ツ　ひ
　　　　　5＝　　　ニ0．85≦1
　　　σ、バ　　　140

異形鉄筋D19（SD295）

Aニ19．10cm2　　

A、7ニAs／2ニ9．55cm2

B－13

指針3．3



3。4．3　桁端部

ハンチ高6cmのうち上フランジ厚2c　mを控除した4cmを有効ハンチ
高として床版厚に含め設計を行う。

設計曲げモーメント　Mニー61．OkN・m／m

o
寸 o
N
N

110　　1　0
　　　寸

o
o
N

断面性能

　x＝＝8．44cm

　Kc＝11797cm3
　Ks＝490cm3

　　“　6LO×106
ひ　　こ　ニ
cκc　l1797×103
σ．、Fニ8．6N／㎜2s

vσ　　　LO×犯
　　　　　　一　　　　　　　＝＝0．60≦1
σ酬　　　＆6

異形鉄筋D19（SD295）

Aニ26．05cm2
　　
As’＝A，＝：26．05cm2

＝5．2N／㎜2

　　“6LO×106
σニーニ　　　ニ124N／㎜2　s　后　490×103
σ、。Fニ140N／mm2

v　σ　　　　1ρ×124
＿二＿二』L一　　　　　　　＝＝0．89≦1

σ．が　　　140

指針3．3
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4．主 桁

4．1　設計方針
　　　　断面力は概略設計結果（添付資料参照）を用いる。

4．2　荷重

4．2．1横断面形状

泌

ゆ o
栴

笥
’アス77ルト■藤軍go喚

綾5一ン”一ト鯉阪厚恥

宮
F
一

晒
蘭 翻 蘭

撮匹

4．2．2　合成前死荷重

，寧i廉ロ1圏鳩

i　L勧 1．恥 1，塾2 1．ヒ：

調一…㎜
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4．2．3　合成後死荷重

61
駿 鱈 田

1．5

皐聖億膿o賄の

’8’09・ ：」o●喀

亀憂融む・中臭9麟書㎜

噸馴博1

窪↓i
10．醐・

i巨職．㎜

4，”

4．2．4 活荷重

活荷重租類＝B活荷重一TL
（1）丁荷重

　　（a）1横断上での最大主載荷台数

　　（b）主載荷1軸当たりの重量

　　（c）従載荷1軸当たりの重量

　　（d）車両幅

　　（e）車軸間隔

　　（f）載荷面長さ

　　（g）割増係数

（2）L荷重

（a）P1活荷重一曲げ着目時主載荷強度

（b）P1活荷重一曲げ着目時従載荷強度

（c）P1活荷重一ぜん断着目時主載荷強度

（d）P1活荷重一せん断着目時従載荷強度

（e）橋軸方向載荷長

（f）橋軸直角方向載荷幅

（g）橋軸方向移動量

（h）P2活荷重一主載荷分布活荷重強度

（i）P2活荷重一従載荷分布活荷重強度

璽算融玄【凪旭闘

　2［台］
　100［kN］

　50［kN】

2．75［m〕

1．75［m］

　0．5［m］

1．500

　10［kN／m2］

　5［kN／皿2］

　12［kN／隔21

　6［kN／ロ21

　10［回］

5．5［司

　1［鵬］

3．5［kN／m2〕

1．75［kN／m2］
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4　3　活荷重強度
4．2．4を参照のこと。

4　4　断面力
4．4．1　断面力図

　G1（G4）
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4．4．2　支点反力

く支点横断1－G1〉
　　Rz（max）［kN］

　　Rz（皿in）【姻］

　　Ru［瑚

〈支点横断1－G2＞
　　Rz（鵬ax）［k四］

　　Rz（腫in）［kN］

　　Ru【kN⊃

く支点横断1－G3＞
　　Rz（㎜x）［kNl

　　Rz（皿in）［kN】

　　Ru［kNコ

〈支点横断1－64＞
　　Rz（max）［kNl

　　Rz（回in）［kN］

　　Ru［kNコ

く支点横断2－61〉
　　Rz（蹴ax）【kN］

　　Rz（皿i晦）［kN］

　　Ru【kNl

く支点横断2－62＞
　　Rz（鵬a翼）［kN］

　　Rz（ロi隔）［kN〕

　　Ru［剛］

＜支点横断2－G3〉
　　Rz（max）［kNl

　　Rz（罰in）［kNコ

　　Ru［kNl

＜支点横断2－G4〉
　　R2（田aス）［kN］

　　Rz（min）［kN］

　　Ru［kN］

死荷重

414。43

414．43

死荷重

358．71

358．71

死荷重

358．71

358．71

死荷重

414．43

414．43

死荷重

414．43

414．43

死荷重

358．71

358．71

死荷重

358．71

358．71

死荷重

414．43

414．43

活荷重（T）　死＋活荷重（T）

272．06　　　　　　　686．49

－19．52　　　　　　　394．91

　　　　　375．39

活荷重（T》　死＋活荷重〔T）

　360．29　　　　　　　719。00

　0．00　　　　　　　358。71

　　　　　358．71

活荷重（T）　死十活荷重（T）

360。29　　　　　　　719．00

　0．00　　　　　　　358，71

　　　　　358．71

活荷重（T）　死＋活荷重（T）

272．06　　　　　　　686．49

－19．52　　　　　　　394．91

　　　　　375．39

活荷重（7）　死十活荷重（T）

272．06　　　　　　　686．49

－19．52　　　　　　　394．91

　　　　　375。39

活荷重（T）　死＋活荷重（T）

360．29　　　　　　　719．00

　0．00　　　　　　　358．71

　　　　　358．71

活荷重（T）　死＋活荷重（T）

360．29　　　　　　　719．00

　0．00　　　　　　　358．71

　　　　　358．71

活荷重（T）　死＋活荷重（7）

272．06　　　　　　　686．49

－19．52　　　　　　　394．91

　　　　　375．39

活荷重（L）

365．98

－25．70

活荷重（L）

448．57

　－1．64

活荷重（L）

448，57

　－1。64

括荷重（L）

365．98

－25．70

活荷重（L）

365．98

－25．70

活荷重（L）

448．57

　－1．64

活荷重（L）

448．57

　－1．64

活荷重（L）

365．98

－25．70

死＋活荷重（L）

　780．41
　388．72
　363．02

死十活荷重（L）

　807．28
　357．07
　355．44

死十活荷重（L）

　807．28
　357．07
　355．44

死＋活荷重（L）

　780．41
　388．72
　363．02

死＋活荷重（L）

　7BO．41
　388．72
　363．02

死十活荷重（L》

　807．28
　357．07
　355。44

死＋活荷重（L》

　807．28
　357．07
　355．44

死十活荷重（L）

　780．41
　388．72
　363．02

4．5　床版の有効幅
　Bf：最大上万ンジ幅＋ハンチ高X2

　〈主桁グループ1（G1，G4）〉
断面位置　　　L

　lL3000．00
　　　R　3000．00

　2L3000．00
　　　R　　　3000．00

　　　C　　　3000．00

　3L3000．00
　　　R　　　3000．00

b左側　 b右側
81．50　　　　103．95

81。50　　　　103．95

81。50　　　　103．95

81．50　　　　103．95

81．50　　　　103．95

81．50　　　　103．95

81．50　　　　103．95

　Bf　λ左側
42．00　　　　　81．50

142．00　　　　　81．50

42．00　　　　　81．50

42．00　　　　　81．50

42，00　　　　　81。50

42．00　　　　81．50

42．00　　　　81．50

λ右側

103．95

103．95

103．95

103．95

103．95

103．95

103．95

く主桁グルーブ2（G2，G3）〉

断面位置

　1　L
　　　R

　2　L
　　　R
　　　C

　3　L
　　　R

　　L
3000．00

3000．00

3000．00

3000．00

3000。00

3000．00

3000．00

b左側
103．95

103．95

103．95

103．95

103。95

103．95

103．95

b右側
101．40

101．40

101．40

101．40

101。40

101．40

101．40

Bf
52。20

52．20

52．20

52．20

52．20

52．20

52．20

λ左側

103．95

103．95

103。95

103．95

103．95

103．95

103．95

λ右側

101．40

101．40

101．40

101．40

101．40

101．40

101．40
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4．6断面の決定

ここではG1（G4）桁のSecl（支問中央）にっし）て断面決定までの計算を行い、

断面については割愛する。

4．6．1断面力

G1（G4）桁Seclの断面力
　　　　合成前曲げモーメント

　　　　合成後曲げモーメント

　　　　合成後死荷重曲げモーメント

　　　　合計せん断力

4．6．2断面の照査

（1）断面諸元の算出

1）鋼桁断面（材質 SM490Y）

〃s＝2411脚朋

ル1r＝3397昭》・〃2

A4耳D；490酬・加

5r；178酬

その他の

断　　　面 A（cm2） y（cm） A・y（cm3） A・y2（cm4） 10（cm4）

1－Fl　PL 300×16 48．0 一85．8 一4120 353000

1－Web　PL 1700×9 】53．0 368000

1－FI　PL 500×32 160．0 86．6 13860 1200000

Σ 361．0 9740 1921000

　　δs＝Σ、4・．y1Σ、439740136LO＝27．Oc川

　　1s＝Σ1一Σ！盟xδs2昌1921000－361．Ox27．02＝165800伽耀4

　　ア釦＝hw12＋㌦＋δε＝85＋L6＋27．0＝113、6ご所

　　ア訂＝加！2＋与一δs＝85＋32－27。0＝6L2c僧

2）合成桁断面

　　鋼と版のコンラリートとのヤング係数比…………・η＝互Σ＝7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Eσ

　　床版の有効幅……・……・……・………………β＝42＋8L5＋104．0＝227．5c〃2

　　ハンチ高さ……………一…・…………＿＿．．h＝6‘切

断　　　面 A（cm2） y（cm） A・y（cm3） A・y2（cm4） l　o（cm4）

1－Slab2275×220x117 715．0 一102．0 一72930 7439000 29000

1・Stec1 361．0 27．0 9750 1921000

Σ 1076．0 一63180 9389000

δv＝Σ、4・』ソ1Σ！f〒6318011076．0＝58．7ご加

1v＝Σ1一Σ・4x4・2＝9389000－1076．Ox58．72＝5681000c加4

ゴ1〆hw12＋6＋2212一δレ・＝85＋6＋11－58，7＝43．3c加

4昌，、＝δ5＋δr＝27，0＋58．7＝85．70〃3

4r二娠＋41旨＝43．3＋85．7＝129．Oc用

yl㎞＝娠＋22！2＝43．3＋垂1＝54．3c脚

y削＝ゴゼ22！2＝43．3－H富32．3c吻

』ソ；、置＝』ソ、暫一4陥＝ll3．6－85．7＝27．90〃2

アー3c＝ン、ε＋ゴ1声6L2＋85．7＝146．9伽

指針　11．2．2
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3）クリープによる応力度算出用合成断面

　　クリープによる応力度算出に用いるクリープ係数ψ、は2．0とする。

　　　　五s　　　蕊　　艦＝一＝　　　＝n（1＋ψ1！2）＝7x（1＋2．0！2）＝14
　　　　E‘1石‘／（1＋ψ1！2）

断　　　面 A（cm2） y（cm） A・y（cm3） A・y2（cm4） Io（cm4）

1－Slab2275×220×1！14 357．5 一102．0 一36470 3719000 14000

1－Steel 361．0 27．0 9750 1921000

Σ 718．5 一26720 5654000

　　δvl＝Σ！f・ン1Σ、4＝267201718．5＝37．2c川

　　1vl＝Σ1一Σ！イ×δ匡，旦2＝5654000－718．5x37，2z＝46600000川4

　　4rl。；hw12＋6＋2212一δrl＝85＋6＋11－37．2；64．8伽

　　4m＝δ、＋δrI＝27．0＋37．2＝64．20〃霊

　　4・1＝4rlc＋4・量』＝64・8＋64・2＝1290・Oc加，

　　ンrl側＝4rロ、＋2212＝64．8＋11＝75．8c溺

　　アrl。ぞ＝4rI．一22！2冨64，8－11；53，80惚

　　ア屡・1、駈＝ン釦一4r且，＝113．6－64．2＝49．4c切

　　』ソvl、a＝ッ，ぞ＋4殉1＝6L2＋64．2＝125．40〃2

4）乾燥収縮による応力度算出に用いる合成断面

　　乾燥収縮による応力度算出に用いるクリープ係数ψ、は4．0とする。

　　　　廊　　　　蕊
　　権＝一＝　　　　；n（1＋92！2）＝7x（1＋4．012）＝21
　　　　Eら　Eo1（1＋ψ2／2）

断　　　面 A（cm2） y（cm） A・y（cm］） A・y2（cm4） 10（cm4）

1－Slab2275×220×1／21 238．3 一102．0 一24310 2479000 10000

1・Steel 361．0 27．0 9750 1921000

Σ 599．3 一14560 4410000

δv2＝Σ．4ッ1Σ！証＝14560！599．3＝24．30加

1v2＝Σ1一Σ！fxδ匹，22＝4410000－599．3x24．32＝4056000c加4

ゴ耳・2，＝加12＋6＋2212一δμ2＝85＋6＋11－24．3＝77．7c惚

4r2、胃δ，＋δr2＝27．0＋24．3＝5L3c躍

ゴr2富4r2。＋4r2、＝77．7＋51．3＝129．0徽

アv2㎝＝ゴr2、＋2212＝77．7＋11＝88．7倣

アr2，ε＝4r2，一22！2＝77，7・ll＝66．7c加

アr2，．＝ア、麗一ゴr2，富113，6－5L3＝62．3伽

，ソr2、f冨ン、ε＋ゴr2、＝6L2＋51．3＝112．50〃7

指針1L2．6

指針1L2．8
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（2）断面の照査

1）合成前の照査

　　　　　　　　　　〃　　照査式　　　　二二こ≦1
　　　　　　　　　　ルf勘

　　　　作用断面力　：酵5＝2411酬・醒

　　［u－ng］

　　断面耐力；〃ジ玉、、＝｛（226×1・25）！L7｝x1658…xl伊＝2425燃．加

　　　　　　　　　　ン翫　　　　　　　　　1B6

　　　　　　　　〃∫　1．0×2411
　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　ニ0．994　　　　≦1…　　。・・ok

　　　　　　　〃　　　 2425，4
　　　　　　　　勘
　　［L－ng］

　　断面耐力：塩；玉、5＝｛G55xL25）1L7｝×1658…x1・4＝7。71．7酬．耀

　　　　　　　　　　』y甜　　　　　　　　　612

　　　　　　　　γル〆5　　1．O　x2411
　　　　　　　・一＝　　　　　　　　＝0．341　　　　≦1・9・…　ok

　　　　　　　M諏ぞ　707L7

　　ここで、

　　　！霊w！ノ歪σ＝153．0148．0＝3．2＞2

　　　κ一隈一鷹　14

　　　7ノκ＝712．14＝3．3〈ぞ1ゐ＝300！16＝18．8く27

・曲げ強度：355　〔努一7〕一355－39×〔Zll琶300－7）＝226一

　　　引張強度＝355κ！“拠2

2）合成後の照査

　　照査式　γ叫＋嚇≦l
　　　　　　　　　　　　M吻

　　　・合成後死荷重曲げモーメント　　　　　；〃匹D＝490酬・〃2

　　　・合成後活荷重曲げモーメント　　　　　：A4レ，胃3397－490＝2907酬・〃2

　　［Slub］

　　断面耐力溜、㎞＝転一σ伽）1一吻

　　　　　　　　　　　　　　　　一ン1加

　　　　　　　　　＝K－3・！3切一・｝×5670000x104x7－62537伽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一544
　　　　　　　γ＠1…耳L）＝L・x＠9・＋29・7）＝α543≦1．．＿．。k

　　　　　　　　　嘱㎞　　　　6253．7

　　［u－ng］

　　断面耐力1塩＝（σゼσ諏）1v

　　　　　　　　　　　　　　　　一ア胚甜

　　　　　　　　　＝K－355！1．7）＋165｝x5681000×104×1。崎＝89234酬・加

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一279
　　　　　　　γ％＋〃陛）＝1。x（49・＋29・7）＝α381≦1．．．．．．。k

　　　　　　　　　A4冨側　　　8923．4

　　こζで、σ馳＝並，一y翻＝2411xlO6x－1136＝一16洲寵

　　　　　　　　　1ε　　1658000xlO4

B－21

指針　式（資11．1．4）

指針10。2．1

指針11．2．10

注釈

1．25／1．7＝111．36指

針表11．2．3では施工

時荷重の耐久性限界

応力度を算出するた

めに除する係数を

1．40としている。本

計算で1．40を適用し

た場合、Mus．＝2356．1

となり、照査式が1以

上となるため、ここで

は道路橋示方書の架

設時の許容応力度割

増1．25を降伏に対す

る許容応力度の安全

率1．7を除した値を

適用して1以下にな

るようにしている。

指針　式（資IL　L5）

指針　式（資11．1．6）

指針　式（資1L　L5）

指針　式（資11．L6）

指針式（資ILL5）



［L－ng］

断面耐力

ここで、

塩＝幅、一σ．）上

　　　　　　　　　　　　ン陥，

　　　　　一｛G55！1．7）一89｝x5681000x1びx1・｛＝46339鵬

　　　　　　　　　　　　　　　　　1469

γ（Mゆ＋怖）＝m×（49・＋29・7）＝σ733≦1．．。k

　　　　〃凹の，　　　　　　　　　4633．9

　　　〃3　　2411xlO6　　　　2σ訂＝一㌧ソ＆＝　　　　　　　　　 x612＝89ハ〆1〃3η2
　　　15　　1658000x104

指針　式（資1L1．6）

指針　式（資1L　L5）
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　3）　合成応力度の照査

　　　　　合計せん断力　：S＝178kN

　　　　　せん断許容耐力：S、＝σaAw＝120×153．0×102×10’3＝1836kN

　　　　　　5　178　　　　　　一＝一＝0．10≦0，45
　　　　　　S　l836

　　　　　合計せん断力が許容せん断耐力の45％以下のため、合成応力度の照査は省略す

　　　　　る。

　4）クリープによる影響の照査

　　　照査式　　　　囲4「1≦1

　　　　　　　　　　〃レ勧1

　　　・合成後死荷重曲げモーメント　　　　　：μゆ＝490酬・所

　　　・合成後活荷重曲げモーメント　　　　　：M、乞＝2907酬・用

　　　　コンクリートの圧縮力合計

　　　　　凡＝一讐4＝一490xll顎1器器1浮伊x1ω＝一267酬

　　　　ここで、Acはコンクリートの断面積　Ac＝227．5×22＝5005cm2

　　　・クリープによる軸力

　　　　　　　　2ψ　　　　2×2
　　　　　君＝ハ〆。　　　　＝一267×一＝一267酬
　　　　　　　　2＋ψ　　　　2＋2

　　　・クリープによる曲げモーメント

　　　　　ル≦「i＝＝一Pl・d門、＝267xO．648＝173たハ1・〃2

　　　　　　　　Ec　　　　2．8×104
　　　　　EヒB＝　　　　　　　　＝　　　　　　　＝1．4x104

　　　　　　　（1＋ψノ2）　2
　　　　　　　座　　　2．0×105
　　　　　馬＝一＝　　　　＝14
　　　　　　　勘I　L4x104

　　［Slub］

　　断面力：

塩一1〔謂1：＝・属〕・辱讐荒

一｛吉・〔器x466011警1ぴ＋173x1び〕＋14x器7x2x466011警1σ｝x1び

　　＝一14．4酬・〃軍

　　　　　　　　　Mゆ　　監　490x106　　1　　　2　　ここで、σ伽o＝一一・』ソ略㎝・一＝一　　　　　　　×543x一＝一〇．71V1〃2耀
　　　　　　　　　　1v　　　　　η　　　5681000x104　　　　　　7

　　断面耐力：Mμ1ガー｛σμ，一一鉱D一％L）｝1VLnl4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ル1㎝
　　　　　　　　　＝一⑳3．5一←α7－3．9）｝x4660000x104×14×1α6＝一1B36酬”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　758
　　　　　　　．叫1㎝＝LO×一14・4＝0．001≦1．．．．．．。k

　　　　　　　ルrrl㏄冒　　　一11336

　　　　　　　　　”π　1　2907x106　　1　　　z　　ここで、σ旦属＝一一ッ陀．・一＝一　　　　　　×543x一＝一3．9κ！〃2〃1
　　　　　　　　　　1r　　n　5681000×104　　7

指針式（資11．L7）

指針式（資1L　l．8）

指針式（資1L　L9）

指針式（資IL　L7）
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［u－ng］

断面力・塩＝1〔続司

　　　　　　　　＝卜〔謂×4660繋1ぴ＋173×1噛＝5一

断面耐力：

M‘㎞＝一｛σ犀，，パ（σ釦＋σ；袖D＋σ耳㎞L）｝11・1π

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンrE甜

　　　＝＋355／1∬←165－Z4－143）｝×4660000x104xlxl・略＝518鮮加

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　494

　　　　　　　　　　　M置D　　　490×106
　ここで、σ墨、．o＝一　　ッ；ン．＝一　　　　　　x279＝一2．4N1〃珈2
　　　　　　　　　　　1r　　　5681000×104

　　　　　　　　　　〃1τ　　　2907×106
　　　　　　σレ㎞島＝一　　　ッレ鮎＝一　　　　　　　　　×279＝一14．31V！醒η霊2

　　　　　　　　　　　1r　　　5681000x104

　　咀門甜　LOx524
　　　　　　＝　　　　　　　　＝0．101　　　　≦1。・。…　　ok

　　Mrl㎝　5185

［L一∬9］

断面力・蜘一1〔続司

　　　　　　　　＝lx〔謂；x466襟且ぴ＋173　〕x1ω＝3一

断面耐力：〃r、副幸、．1ボ伝甜＋σ、肋＋σ、』花）｝1賜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルi5，

　　　　　　　　　　　一｛355！1．7一⑬9＋1Z7＋75場x4660000x104x1×1α6＝1186酬・摺

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1254

　　　　　　　　　属D　　490×106
　ここで、σ；、，o＝　　ッ四＝　　　　　　x1469＝12、7N1僧配～
　　　　　　　　　　1r　　5681000xlO4

　　　　　　　　　　Mlz　　2907x106
　　　　　　σ既＝　　　ッレ3，；　　　　　　　　　x1469＝75．2ノ〉1耀η22
　　　　　　　　　　1γ　　　　　　5681000x104

　　囲イ　　1．Ox35
　　　　μ’15’＝　　　　　　　；0．030　　　　≦1・・・…　　ok

　　ル〆　　　1186
　　　　rlα認

指針式（資IL1．9）

指針式（資11．L7）

指針式（資1L　L9）

指針式（資1L1．7）
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5) 

~;~~1~~~ilC J; ~ ,~:;fj~~q)~:d:: IC;~] V ~ ~ ~~~L~R~~~~ c,It20 x I O-s ~ t ~ . 

~~~~~~ vMl'2 ~~ I 
MI'2' 

' ~:~~~~~~:ICJ; ~)~lj7 : 

P2 = -Ec2' g"Ac = I .Ox 104 x 20x lO-s x 5005 x 102 x I0-3 = -lOOl~V 

' ~~~~~I~~~:fCJ; ~ ~ltf:e-/ :/ h : 

Mr2 = ~P2'dl'2' ~ = 100lx~).777=778kN 
2.8 x I O' Ec 

Ec2 (1 + p2 / 2) 3 ~ I .O x 104 

Es 2.0 x I Os 

n2 = = = 21 Ec2 0.93 x I 04 

[Slub] 

~f~:j) : 

2 [ + M2j - Ec2 ' cs ' M = P2 Iv2 Iv2 l 

-x -v2* Av2 yv2~ yv2~ n 

{ I -lOOlx]03 4056000xlO +786xlO 
-x 21 599.3xl02 X 887 

l OxlO x20xlO-s x 4056000xl04 }xl0-6 -
= 18kN'm 

887 

~:~i~fj] : 

Mv2- = {a, 2 (av~D + al~L + al l~ II'2 )} 2 . n yp.2~ 
{ (30/3.5)-(-0.7-3.9+ 0.02)}x 4056000x 104 x 2lxlO~ 3833kN m 

887 

Mr] l C~lC;. ,7rl =~ " ' 144xlO x758xL-002N/mm 
yl'l~'~ ~ IP'I n 4660000X]O 14 ~ ' 

vMr2~ I .O x - 1 8 
' Mv2- ~3833 ;~ I ' ' ' 0.005 ' "ok 

[U-flg] 

~f~~j] : M =1[_ P2 I~.2 +M2) 
v2~ n AP.2 yv2~ 

_ l_L ~lOOlxl03 4056000xlO 
+ 778x 106)x lO~ = 1 865kN'm - - x l 599.3 x I 02 623 

~f~~~fj~ : 

= -{av2- ~ (U& + '7P~D + ar~L + a,.1~ )} 

yl'2~ 

=-{(-355/1.50)-(-165-2.4 143 5 6)}x 4056000xl04 xlxIO~; =3214kN'm 

623 

C t ~:~. an- = ~ ' 524xl06 x494 5 6Nlmm MI 'l~ 
yl 'i 

I ,1 ~ 4660000 X I 04 

vMl'2~ 1.0xl865 ~ I " ' 0.580 ' "ok 
M,.2 3214 

B -25 

~~~+ ~C(ij~ Il. 1. ro) 

t~~+ ~C(5~ ll. l. Il) 
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t~~+ ~C(~~ Il. 1. ro) 



[L-flg] 

~f~ij~ Ml'2s' l[ P +M 2 Il-2 

n 4.2 yl'2'1 

_ l_L ~ 1001 x lO' 4056000x I O 
+ 778x 106)x I OH5 = 1 76kN' m 

l 599.3xl02 1 125 

~:~i~t;tl : Mr2asl ={al2ad (as~' +cFl~u) +al~'L +(TI]'1 Il'2 . )} ' n yt'2d 
4056000 x I 04 = {355/ 1.7 - (89+ 12.7 + 75.2 + 0.9)}x x I x lO~ = I I 19kN'm 
l 125 

t~~~. (T M 35xl06 xl254 09Nlmm - yi*, . yv I*l rl'l lvl ~ 4660000 x I 04 

vMr2" 1.0xl76 ~1 " ' ' "ok O. i 57 

MP.2'u' I I 1 9 

t~~+ ~C(i~ 11. l. 12) 
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6）　温度変化による影響

　　コンクリートと鋼桁との温度差は10℃とする。

　　　温度差による歪み：ε，＝α・’＝12×10→x10＝12x10－5

　　　　　　　　　　　　　　　　　廊・ε，・イc2．Ox102x12×10－5x5005x102
　　　温度差による軸力：君＝　　　　＝　　　　　　　　　　　　＝＿1716酬
　　　　　　　　　　　　　　　　　　π　　　　　　　　　　7

　　　温度差による曲げモーメント：〃虚＝一君・4距＝1716×0．433＝743姻

　　　　　　　　　　　泌
　　照査式　　　　ニユ≦1
　　　　　　　　　　　〃一ρ

　［Slub］

断面力・〃一・青・〔銑・梶〕　・去

＝｛告x〔諾lll×5681讐1α＋74　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5681000x104
　　　　　　　　　　　　　　　　　　－3・Ox104xl2x10－5x　　　｝x1P－6＝一32酬・耀
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　543

　　断面耐力：

　　μ，一＝｛σ、ガ（σ星㎞．＋σレ㎞L＋σレ1㎝＋σV2α）1上η

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』ソ陀暫

　　　　　＋（3・！3．5xl．15）一←・．7－3．9＋・．・2＋・．・2鴻x5681000x104x7x1α6＝一3879酬・耀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　543

　　ここで、σμ2．＝一酵r2一ツr2．⊥＝‘18xlO6×887x⊥＝。．。2κ伽2

　　　　　　　　　　　　1r2　　〃2　4056000xlO4　　21

　　　　〃r2α　LOx－32
　　　　　　　＝　　　　　　　　＝0．008　　　　≦1●・・…　　ok

　　　　〃ソ2雌　一3879

［u－ng］

断面力・〃磯銑・り

　　　　　　　　　　　＝1〔i欝x5681讐’伊＋743・1び〕x1・略＝399・肝所

　　断面耐力：

　　M，一＝一』一（σ衡＋σ，袖ρ＋σh二＋σレ量甜＋σr2訓）｝玉」“

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』ソ1・甜

　　　　　＝一船355！1．5・x董．15）一←165－2．4－14．3－5．6－28．6）｝x5681000x104xlx1・一6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　279

　　　　　＝・11457酬・〃2

　　ここで、σ夢，ロ調＝一酵r2調．ン‘．2謂＝」865×106x623＝一28．6Nノ切用2

　　　　　　　　　　　　1r2　　　4056000xlO4

　　　　〃　　　　1，0x3990
　　　　　壇＝　　　　　　　　＝0．348　　　　≦1・・。…　ok
　　　　〃　　　　II457
　　　　　fα詔

指針　式（資1L　L　l3）

指針　式（資lL　l．14）

指針　式（資11．1．15）

指針　式（資11．1．13）

指針　式（資1L1．15）

指針　式（資11．1．13）
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［L・紐9］

断面力・弼〔銑・り

　　　　　　　　　＝1〔i欝・5681階1ぴ＋743・1び〕・1ω＝12一

断面耐力嘱邸’＝幅幸釦塙3の＋q3乱＋σ1，k’＋σ一，躍）｝上π

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン1冨

二仁5511．7x1．15一⑱9＋1λ7＋75．2＋α9＋4棚x568’000x104xlx賠2222騨胴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1469

　一　　　　〃r2、，　　　176x106　　　　　2　』こで、σr2、，＝　　ッ5．蕊，＝　　　　　　x1125＝4．9κ1〃吻
　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　4056000x104
　　　　　　　　　　　　r2
　　　励イ，，，　　LOx　l26
　　　　　　＝　　　　　　　＝0．057　　　　≦1・・9●・・ok

　　　M、副　2222

指針　式（資1L1．15）

指針　式（資11．L13）
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7）　降伏に対する安全度の照査

　　　　　　　　畷
　　照査式：＿≦1
　　　　　　　　〃。

　［u－ng］

　　断面力泌餌＝一（σ甜＋σ；㎞．＋σ1勧L＋σ1．竃甜＋σr2甜＋σ翻）上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン匹・甜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5681000x　lO4
　　　　　　　　　　一（一165－2，4－14．3－5．6－28．6－19．6）x　　　xlO～47953酬・切
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　279

　　　ここで、σ陶＝一玉ツ匹勧＝一3990xlO6x279＝一19．6N伽z

　　　　　　　　　　　　ly　　5681000×104

　　　　　　　　　　　　　　　　1r
　　断面耐力：〃　ニーσ　一
　　　　　　　　　　　　　　　』ソ既甜

　　　　　　　　　　　　　　　5681000xlO4
　　　　　　　　　　　＝355×　　　　　　　　　　　x10｛＝72285昭V・〃2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　279

　　　　γルf　　　1．Ox47953
　　　　　　謂　＝　　　　　　　　　＝0．663　　　　≦1・●・。・・ok

　　　　ル1　　　　72285

　［L一斜9］

　　断面力濯認＝（σ甜＋σ匹3の＋σ叱冨乙＋σ1，豊、’＋σi．2、’＋σ酎）上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』ソ四

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5681000x　lO4
　　　　　　　　　　冨（89＋12．7＋75．2＋0，9＋4．9＋3．3）×　　　×10｛＝7193解・刑
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　ここで、σ回一生ツレ厨＝一126xlO6×1469＝3．3Nノ加川・

　　　　　　　　　　　17　　5681000x104

　　　　　　　　　　　　　　　1r
　　　断面耐力：〃国＝σ。ゴー
　　　　　　　　　　　　　　』ソ塀

　　　　　　　　　　　　　　　5681000×104
　　　　　　　　　　　　＝355x　　　　　　　　　　　x10－6＝13729酬。〃2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1469

　　　　囲イ　　　1．Ox7193
　　　　　　副＝　　　　　　　　＝0．524　　　　≦1・・…　　。ok

　　　　〃　　　　13729
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指針式（資11．1．16）

指針式（資11．1．17）

指針　式（資1L　L18）

指針　式（資11．1．17）

指針　式（資11．L18）



4．7　連結

4．7．1連結位置

　　　連結位置は下図に示す位置とする。

　　　G1（G4）桁の連結について計算を行うものとする。

9375 11250 9375

㎜

4．7．2連結位置の応力度

　　　断面変化位置・＝継手位置なので4．6にて決定された応力度を用いる。

　　　ただし、継手の計算では、設計の簡略化のために荷重の組み合わせとし

　　　てクリープの影響と乾燥収縮の影響を除く主荷重を考える。

　　　G1（G4）桁の計算結果を以下に示す。

断　面　1－F　LG
　　　　1－WE　B
　　　　1－F　L　G
応力度　上フランジ

　　　　下フランジ

PL　　300×14（SM490YA）
PL　1700×　9（SM490YA）
PL　　500×32（SM490YB）
σ。ニ165．ON／㎜2

σtニ188．9N／㎜2

4．7．3フランジの連結

　　　引張側フランジの連結においては、2孔引きで計算を行う。

　（1）上フランジ

　　　1－FLGPL300×14（SM490YA〉A＝42．Ocm2
　　　　　　　　　　　　　　　　9

上フランジの終局強度　P、
　P、＝σ．、×Agニ355×42．0×102×10－3ニ1491kN

上フランジに作用する圧縮力の合計P
　P＝σ。×Ag＝165．0×42．0×102×10－3＝693kN

vPニL7×693＝1178kN〉0．75×Pu＝0。75×1491ニ1118kN

所要ボルト本数n（2面摩擦）

　H．T．Bは、M22　S10Tを使用する。
　1面摩擦の場合のボルト1本当りの強度
　　γP
　　　　≦l
　n　m　P
　　　u
　　　γP　1．7×693×103
　nニー＝　　　　　　＝7．2→8本使用
　　　mP　　2×82x103
　　　　　　
　　n　ボルト本数、m：摩擦面数

P　uニ82kN

道示鋼9．3．1

　　　　解説（3）

指針6．1．1

指針4．1．2．2

指針2．2．3
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連結板（SM490YA）
　1－Spl　PL　300×10
　2－Spl　PL　125×10

A、＝30．Ocm2

Aニ25．Ocm2
　S

　　　　　　　　　　　　　　　　ΣAニ55．Ocm2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　S

連結板の終局限界状態の照査

　連結板の終局強度　P、

　P、ニσ，、×ΣA、ニ355×55．0×102×10－3＝1953kN

　γP　1．7×693×103
＿＝　　　　　　　　　　　　＝0．60≦1

　Pl953×103　u　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

o

寸

一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一 o

スクッド

一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一 一
eう

の
寸
o
寸

㎜3×　晒丼　　　　　　　　…掛

（2）下フランジ

　　1－FLGPL500×32（SM490YB）Aニ160．Ocm2
　　　　　　　　　　　　　　　9

　下フランジの終局強度　P、

　　　Puニσt、×A8＝＝355×160・0×102×10’3ニ5680kN

　　下フランジに作用する引張力の合計P

　　　Pニσ、×Agニ188。9×160．0×102×10－3＝3022kN

　　　γPニL7×3022＝5137kN〉0・75×Puニ0・75×5680ニ42608kN

　所要ボルト本数n（2面摩擦）

　　H．T．Bは、M22　S10Tを使用する。
　　　1面摩擦の場合のボルト1本当りの強度　P、＝82kN

　　　γP　　　　　　≦l
　　　n　m　P
　　　　　u
　　　　　v　P　　　l．7×3022×103
　　　n＝　　＝　　　　　　＝31．3→36本使用
　　　　mP　　2×82×103
　　　　　　　
　　　　n＝ボルト本数、m＝摩擦面数

B－31

指針11．5

指針6．1．1

指針4．1．2．2

指針2。2．3
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⑥ ④③　⑤

ボルト控除後における母材の終局限界状態の照査

　①　断面

　　　純断面積
　　　　An1＝（50．0－2×2．5）×3．2＝144．Ocm2

　　　終局強度

　　　　Pu1＝σt、×An1ニ355×144．0×102×10－3＝5112kN

　　　　vP　1．7×3022×103
　　　　一二　　　　　　　　　＝＝1．00≦l

　　　　P5112×103　　　　　u1

　②　断面

　　　純断面積
　　　　An2ニ（50．0－4×2．5）×3．2＝128．Ocm2

　　　終局強度

　　　　Pu2ニσt、×An2ニ355×128．OX102×10－3＝4544kN

　　　　γP＿1．7x3022×103　（36－2）＿
　　　　一一　　　　　　　　　　　　 ×　　　　　　一1．07＞1

　　　　P4544x10336　　　　　u2

　　　母材断面を34㎜に増断面する。

　　　　1－FLGPL500×34（SM490YB）A’＝170．Ocm2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

　　　増断面後の下フランジのに作用する引張力の合計　P’

　　　　P・＿3022×1璽一2844kN

　　　　　　　　　l70．0

　　　増断面後の純噺面積

　　　　An2，＝（50．0－4×2．5）×3．4ニ136．Ocm2

　　　増断面後の終局強度

　　　　Pu2’ニσt、×An2，＝355×136．0×102×10－3ニ4828kN

　　　　vP’＿1．7x2844×103　（36－2）＿
　　　　　　　　　　　　　x　　　　　O．95＞1
　　　　P’　4828×103　36　　　　　u2
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③断面
純断面積

　　　　P2　　　　　752
ω＝d一一＝25　　　　　－5．60mm

49　　（4x72．5）
An3＝｛50．0一（2x2．5＋4×0．560）｝x3．4ニ145．4cm2

終局強度

P、3ニσ、、×A．3＝355×145．4×102×10弓二5162kN

v　P’　1．7x2844×103
『　　　　　　　　『0．94≦1
Pu3　5162×103

④断面
純断面積
An4ニ｛50。0一（4×2．5＋2xO．56Q）｝×3．4＝132．2cm2

終局強度

P、4＝σt。×A。4＝355×132．2×102×10’3＝4693kN

vP，＿1．7x2844x103　（36－2）＿
　　　　　　　　　×　　　　　0．97≦1
Pu4　　　4693x103　　　　36

⑤　断面

純断面積
An5＝（50．0－6×2．5）×3．4ニ119。Ocm2

終局強度

Pu5ニσ、、×An5ニ355×119．0×102×10－3ニ4225kN
γP’＿1．7×2844×103　（36－2）＿
　　　　　　　　　x　　　　O．95≦1
Pu5　　　4225x103　　　　36

連結板（SM490YB）
1－SplPL500×20Agニ100．Ocm2Anニ（50。0－6×2。5）×2。0ニ70．0

2－Spl　PL225×24Aニ108．Ocm2Anニ2×（22．5－3×2．5）×2．4＝72。0

ΣAg＝208。Ocm2　　　　　　ΣA。ニ142。Ocm2

連結板の終局限界状態の照査（⑥断面）

連結板の終局強度　P、
Puニσ、、×ΣAnニ355×142．0×102×10弓＝5041kN

γP’1．7×2844×103
一　　　　　　　　　　　　　一〇．96≦1

Pu　　5041x103
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4．7．4腹板の連結

　（1）曲げモーメントによりボルトに作用するカ

　　　ボルトは図のように上下対称とし、ボルト本数の照査は作用応力度の大
　　　きな上フランジ側で行う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マSPL　　　　　　　　　　　　　－

PL　　470x9×1560

ワェラ上鮒62，2N／nn

165N／n｝

〇
一
一

o
o
ト
ー

1306N／n阿

一
〇
〇
D

SPL　　上鯖

一
e
う
ト

111，6N／n㎡

o
o
n
－
lI
o
o
一
⑥
の
一

131、4N／nn～

　　　　　寸
　　　　　寸
　　　　　卜

N／nn2

ひ
O
J
O
D

ひ
ひ
O
D

m
m
ひ

150．

ワェ　下鑑182

SPL，PL下賦
〇
一
一 ／nn～

寸
〔
つ

188，9N／nn～

2曾75二150

ワェラ上螂1622N／nn～

最下段ボルト

　最下段ボルトの分担幅　b1

　　　　　　9．O
　　b1＝l　LO＋一＝155cm
　　　　　　2
　分担するカの合力　P1

　　　　　　　182．0＋150．6
　　P1＝155×9×　　　　　　　　×106＝232kN
　　　　　　　　　　2
所要ボルト本数n（2面摩擦）

　H．T．Bは、M22　S10Tを使用する。
　1面摩擦の場合のボルト1本当りの強度　P、ニ82kN

　γP　　　1　≦l
　n　m　P
　　　u
　　　γP　 l．7×232x103
　n＝　　1ニ　　　　　　＝2．4→3本使用
　　　mP　　2×82x103
　　　　　
　　n　ボルト本数、m：摩擦面数

指針4．1．2．2
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二段目ボルト

　分担幅　b2
　　　　9．O　lO．O
　　b2ニー＋一＝＝9．5cm
　　　　2　　2
　分担するカの合力　P2

　　　　　　　150．6＋131．4
　　P2＝95×9×　　　　　　　×10弓＝121kN
　　　　　　　　　　2
所要ボルト本数n（2面摩擦）

H。T。Bは、M22　S10Tを使用する。
　1面摩擦の場合のボルト1本当りの強度

　v　P　　　2　≦l
　n　m　P、

　　＿v　P2　　1．7×232×103
　n一一＝　　　　　　＝2．4→3本使用
　　　mP、　2x82×103
　　n＝ボルト本数、m：摩擦面数

P、＝82kN

（2）せん断力によりボルトに作用する力

　　作用せん断力　　　　　　S＝381kN

　　連結部片側のボルト本数　n＝48本

　　　vS　　1．7×381×103
　　　　　＝　　　　　　　　　　　ニ0．08≦1
　　nmP、　48×2×82×103

（3）合成ボルト力

　　曲げモーメントによる水平方向ボルトカとせん断力による鉛直方向ボル

　　トカとの合成ボルトカの照査を作用力の大きな最下段ボルトについて行
　　う。

臣ア＋箴膿器γ＋〔蒲器1一α・・≦1

（4）連結板

　　連結板は主桁腹板と同じSM490Yとする。
　　連結板の断面性能

　　断面積　　　　　　　A＝2×156×0．9＝280．8cm2

　　断面2次モーメント　1、＝2×1563×盤二569000cm4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　12
　　主桁腹板の断面性能

　　断面積　　　　　　　Awニ170×0．9＝・153．Ocm2

　　断面2次モーメント　1、＝1703x盤二368000cm4

　　　　　　　　　　　　　　　　　12
　腹板の受け持つ曲げモーメントは、連結板図より次のように求められる。

　　　　　182×368000×104
　　　Mw＝　　　　　　　×10遁＝2437kN・m
　　　　　　　　899

連結板の終局限界状態の照査

　　　σしu×1、＿355×569000×104
　M＝　　　　　一
　　U　　Y　　　　　　　829

　γM　L7×745　　w一　　　　　　　＝＝0．52≦l

　M、　　2437

×10－6＝2437kN・m
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4．8　補剛材

4．8．1　支点上補剛材

　支点上端補剛材は支点反力の大きいG2

　　　Rmax　＝　807　kN

一
8
0
10田

ぜ
土、

飛
h

（G3）桁で計算する。

i 「
『

⇒
⊃
o

1
1
1

傷
、

I
I
　
o
l
　
＝

田
1 ノ ￥

、
1 o｝ r マ

x 卜 、
￥

’ 1 oり

、 、

A 1 l　o、 卜

I
I

1　－8
1
L
＿
＿
＿
＿

『 『

　　　　　1

＿＿乙＿」

16

24t＝216

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

（1）軸圧縮に対する終局状態の照査

　　　　　　　（SM400　）　A（cm2）

　　2－PL　170　×　16＝54．4
　　　1－PL　216　×　 9＝19．4
　　　　　　　　　　　　　　73．8cm2
　　　．有効断面積　A＝73．8cm2

　　　　　1　　　1x＝一×L6×34．93ニ5668cm4
　　　　　12

　　㍑一傷一漂一一
　　　6　　　　170．0
　　＿　＝　　　　　　　ニ　9．7　く　18
　　2×鷹　　　2x8。76

　　　　　　σ如g’σ副　　　　　　235×235
　　へ＝4　　　＝7380
　　　　　　　σ㎝　　　　　　　　　235

　　レチ》　　　1．7x807000
　　－一　＝＝　　　　　　　　　　　＝＝　0．79　≦　1
　　へ　　1734300　　，一

〈　　54．4　　×　　1．7　ニ　92．5cm2

ニ　1734300　N「
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指針　10．7．1

指針　4．1．2

指針　2．2．1

　表　2．2．2



（2）支圧に対する終局状態の照査（a～a）

　有効断面積として、下フランジ板厚の45度
　分布幅を考慮する。

Ab2ニ（34．9－IL2＋2×3．2）×L6

　　　　＋（2L6＋2x32－11．2）×0．9

　　＝63。3　cm2

γP　　　　1．7×807000

万　6330×355

（3）溶接部検討

0．611≦1

すみ肉溶接有効のど厚（すみ肉Sニ6㎜）

16

†
腹　板

　

拝

112φ

十
6

　　4×0．6
a＝＝　　　　　　　＝　1．70　cm

　　万

補剛材

乃＝刎Σαh

γp　　　　1．7×2×807000
一　　二　　　　　　　　　　　　　　　　二　〇．70　≦　1
乃　　135×17×1700

4．8．2　中問補剛材

（1）補剛材の間隔

　補剛材の間隔は、水平補剛材を1段使用するものとして求める。

a／bニ125．0／170＝0．74〈0．80

圃〔諭悔ア月≦1

a：垂直補剛材間隔（㎜）

b：腹板の板幅（㎜）

t：腹板の厚さ（㎜）

σ：腹板の縁圧縮応力度（N／㎜2）

τ：腹板のせん断応力度（N／㎜2）

B－37

指針　2．2．1

表一2．2．7

3．2．2

指針　4．1．2．1

指針　10．5．1



1）支点上付近

　　b／a＝170／125．0ニ1．36
　　　　σニO　N／㎜2

　　　　τニ807000／（1700×9）ニ53N／㎜2

膿9γ×［〔gl，ア＋〔9，＋7笑、訓一α66〈1

2）XKニ9．375m付近

　　b／a＝＝1．36
　　　　σ＝189N／㎜2
　　　　τ＝　　25　N／㎜2

膿，γ・團＋』＋訣、訓」一1

2）支間中央部

　　b／aニ1．36
　　　　σ＝182N／mm2
　　　　τニ　12N／㎜2

〔欄4×［⊂翻妬＋菰、詔γ卜55〈1

（2）垂直補剛材断面

　　必要剛度
　　　　　㎞q一ゐll’7・7一＆・〔づ

　　　　　㎞q－1701舎炉・絃・・〔1劉一167㎡

　　必要突出幅

　　　　　　　　h　　　　　　l700
　　　　　b＝…万＋50＝30＋50ニ107㎜→110㎜使用

　　必要板厚

　　　　　　　　δ　　　110

　　　　　t二万二13＝8・5㎜→9㎜使用

　　　　　　　1－PL　110×9（SM400）使用

　　　　　　　’わ3　　　　0．9×11．03

　　　　　1＝丁二　3　ニ399cm4＞lreq
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指針　10．5．2



4．8．3　水平補剛材

（1）腹板厚の検討

　水平補剛材を1段使用（腹板材質SM490Y）

　　　　　　　わ　　　　1700

　　　twニーニー＝8．1㎜〈9㎜　　　　　　　209　　　　209

（2）必要剛度

　　　㎞qギ』7－3・〔暑）

　　　㎞q－1701書チ・3・・⊂響〕一249㎡

　　　　　1－PL　100×9（SM400）使用

　　　1』一α9×1・が一3。。c㎡ジIreq
　　　　　　3　　　　　　　3

（3）取付け位置

　水平補剛材を1段用いる場合

　　　b1＝0．2b
　　　　　＝0．2×1700＝340㎜

　よって取付け位置は圧縮側より340㎜の位置に
　取付ける。

（4）水平補剛材の鋼種
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　σc＝355　N／㎡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くσca＝235　N／㎡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S図00使用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　t＝335　N／㎡

4．8．4　補剛材配置

＿零

8

孚
。
，

σc’＝213N！鳳

8
＝

く
S
図

佐

l
I

4x　l250澗 4x1250＝5000 4x　l250＝5000

30000
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指針　10．4

指針　10．6．2

指針　10．6．1

指針　2．2．1



4　9　ずれ止め

　G1，（G4）桁の断面力にて設計する。

（1）ずれ止めに作用する水平せん断力

　　1）主荷重（合成後死荷重および活荷重）による水平せん断力：Hp（Nlmm）

　　　・HpニG×Sv／Iv
　　　・G：合成断面中立軸Vに関する床版の断面1次モーメント

　　　　　　　G＝Ac／n×dvc
　　　・n：鋼材と床版コンクリートとのヤング係数比
　　　・dvc：合成断面中立軸から床版コンクリート重心までの距離

　　　・Sv：断面垂直せん断力

　　　・I　v：合成断面の断面2次モーメント

　　2）温度差による水平せん断力：Ht（Nlmm）

　　　・Ht＝±2／a×Es×εt×Ac／n
　　　　　　　　　　×｛1一（Ac／n／Av）十（Ac／n×（lvc211v）｝
　　　・Es：鋼のヤング係数　2．0×105（N／mm2）

　　　・εt：α×t
　　　・α：床版コンクゾートと鋼材の線膨張係数12×10－6

　　　・t：床版コンクリートと鋼桁の温度差10℃
　　　・Av：合成後の断面積
　　　・a　lせん断力を負担する範囲

　　3）乾燥収縮による水平せん断力：Hsh（N／mm）

　　　・Hshニ±2／a×Es×εs×Ac／n2
　　　　　　　　　　　×｛1一（Ac／n2／Av2）十（Ac／n2×dvc2211v2）｝
　　　・εs：最終収縮度20×10－5
　　　・n2＝n×（1十φ2／2）＝・7×（1十4／2）＝・21

　　　　　　　クリープ係数　φ2＝2×φ1＝4．0
　　　・Av2＝n2を用いて求めた合成断面の断面積
　　　・I　v2：n2を用いて求めた合成断面の断面2次モーメント

　　　・dvc2：n2を用いて求めた
　　　　　　　　　合成断面中立軸からコンクリート重心までの距離

　　4）温度差および乾燥収縮によるせん断力の分布長

　　　・主桁間隔aニ2．55m＜L／10＝3．30m
　　　・L：支間長　∴せん断力の分布長は主桁間隔a＝2．55mをとる。．

指針11．4．2

指針11．2．7

指針11．2．8

指針11．4．3
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5）水平せん断力の計算

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30000
Sec1 Sec2 Sec1
B D B

2550

9375 11250 9375

2550

Sec．1　　　　　　　　　　　　　　　　Sec．2

A C D
Ac　（cm2） 5005 5005 5005 5005

dvc（cm） 43．43 43．43 43．27 43．27

n 7 7 7 7
G　（cm3） 31052 31052 30938 30938
Sv　（kN） 459 260 260 178

IV　（cm4） 5673426 5673426 5678082 5678082
Hp　（N／㎜） 251 142 142 97

a　（cm） 255．0 255．0 255．0 255．0

Es（N／㎜2） 2．00E＋05 2．00E＋05 2．00E＋05 2．00E＋05
εt 1．20E－04 1．20E－04 1．20E－04 1．20E－04

Av　（cm2） 1069．8 1069．8 1075．8 1075．8

Ht　（N／㎜） 126 126 134 134

εS 2．00E－04 2．00E－04 2．00E－04 2．00E－04

n2 21 21 21 21

Av2（cm2） 593．3 593．3 599．3 599．3

dvc2（cm） 79．51 79．51 78．89 78．89

Iv2（cm4） 4108618 4108618 4131459 4131459

Hsh（N／㎜） 173 173 182 182

温度差、乾燥収縮による水平せん断力は、Sec．1とSec．2に作用する水平せん断

力の平均値を採用する。

　Ht’＝（2x126×9．375十134×11．250）／30．000ニ129Nlmm2
　Hsh’ニ（2×173×9．375十182×11．250）／30．000ニ176Nlmm2
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6）水平せん断力の合計

水平せん断力の分布

①N
一ooo

oう お
N

一
N
N

N
｝ ■

一 一　　　　　　　　　　〇
①N
頃 一ooう
卜

A

2550

B

9375

C D

11250

（2）ずれ止めのせん断強度：Qu

スタッドジベルd＝19mm，h＝150mmを使用。

　・σck＝30　N／mm2
　・h／d　　ニ　150／19　ニ　7．9　＞　5．5

　・Qu　＝16×d2×∫（σck）＝16×192×∫（30）＝31636Nノ本

　　　　　　　　　　　　ロ　　　　ロ

　　　　　　　　前
　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

φ1

］

（3）ずれ止めの所用間隔

・橋軸直角方向に3列配置する。

・橋軸直角方向

　最小中心間隔　Pminニd＋3．0ニ1．9＋3．0＝4．9cm
　最小縁端　　　a≧2．5cm
・橋軸方向

　最小中心間隔　Pmin＝5d＝5×1．9ニ9．5cm→10cm以上
　最大中心間隔　Pmaxニ3×Tc＝3×22．0ニ66．O　cm〉60。Oc以下
　　Pニ3×Qu／（γ×H）ニ3×31636／（1．7xH）ニ55828／H
・上式によりスタッド間隔を計算すると下表のようになる。

区間 ずれ止め間隔（㎜） 使用間隔（㎜）

A～B 55828／380＝147 140㎜
B～C 55828／221＝253 250㎜
C～D 55828／142ニ393 350㎜

指針11．4．6

指針11．4．4

指針11．4．5
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5．荷重分配横桁

5．1　設計方針

（1）第4章の主桁における設計方針にしたがって、支間中央に荷重分配横桁を1本

　設ける。

（2）実際の設計作業においては、荷重分配横桁の設計断面力は格子解析から得られ

　る断面力を用いるが、本書では設計断面力として仮定値を採用する。
（3）主桁への連結方法は、外主桁に対してはせん断力のみを、また、中主桁に対し

　ては曲げモーメントとせん断力を伝達できる構造とする。

（4）連結部の設計では、フランジは曲げモーメントのみ、腹板はせん断力のみを伝

　達するものとして計算する。

5．2　設計断面力

設計断面力は次のように仮定する。

　・曲げモーメント＝Mmax＝394kN・m（合成前＋合成後）
　・せん断力　　　l　Smaxニ176kN・m（合成前＋合成後）

5．3　断面決定

5．3．1構造形式

G1 G2

o

o
o
o
う
一

o
o
卜

一

o
寸N

G1

主桁間隔2550

G2
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5.3.2 ~f~f=+~: 
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o o o co cT' chg 
.~ -' 

S M400 A (cm2) y (cm) A y 2 (cm4) 

~~- ~J 

2-Flg. PL 240 X 10 48. O 64. 5 199692 

1-Web.PL 1280 X 9 115.2 157286 

A=163. 2cm2 1 =356978cm 

l)~~,~d~1lf~,-~ :/ h 
' ~E~i{~ll 

ly 356978xlO x202=1109 kN'm 
Mcu = -a.* = 

yc 650 
' ~1~~T~ll 

356978 x 104 ly x235x 240-2x25 1022 kN m Ae 
Mtu=-a ' ~ - 650 Atf 

[ )= -a.. = 235-2.1 K l__9 235 2 Ix(2 32xl0.6-9)=202 N/mm 
b 

Aw 1 15.2 4.8 > 2 

Ac~ 24 ~ 
K = ~,~ = ~rT~,3+~x 4.8 = 2.32 

l 2550 l0.6 > 9 3.9 
b ~ 240 ~ K ~ 

at* = 235 N/nm2 

2)~~L;~~~~;~~f~~~~ 

Su = Aw'l:~ = 115. 2xl02 xl35 = 1555 kN 

. it;~~f)]5~~ 

T. = 135N/nun2 

1109 Mcu 

1022 Mtu 

S~ ~ 1555 

B -44 

~~~+ ro.2.1 

t:~~+ 2.2.l 

t~~+ 10.2.2 

t~~+ 2.2. 1 

~~~+ 4.1. 1.2 

t~~+ I0.2.4 

f~i~+ 4. 1. 1.5 



　4）合成力の照査

e諭・酔アーα6♂一住47・1

5　4　連結

5．4．1　フランジの連結

1）設計軸力

　　・作用軸力　PニM／h＝394／1．300＝303kN・m
　　　ここで、h＝1300mm（横桁高さ）。

2）連結ボルト

　　・使用ボルト　HTB　M22（S10T）；すべり耐力Pu＝82kN
　　・摩擦面の数　m＝　1
　　・必要ボルト本数

　　　　nニγ×P／（m×Pu）＝1．7×303／（1×82）ニ6．3本→8本使用

3）連結板

　　・連結板純幅　Bnニ350－4×25－40ニ210mm
　　・所要板厚　　t　rニ　γ×P／（Bn×σtu）

　　　　　　　　　　・＝1．7×305×103／（210×235）＝10．5mm→11mm

o鴫
oり

頃
卜

o
㎝

嶋
卜

悶　陣
1田竃・

o
＝o
o
｝
国

5．4．2　腹板の連結

1）作用せん断力　S＝176kN
2）連結ボルト

　・使用ボルト　H．TB　M22（S10T）；すべり耐力Puニ82kN

　・摩擦面の数　mニ1
　・必要ボルト本数

　　　n＝γ×S／（m×Pu）＝1．7×196／（1×82）ニ4．1本→12本使用

指針2．2．3

指針4．1．2．2

指針10．4
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5．5　補剛材

5．5．1　水平補剛材

水平補剛材を用いないときの最1小腹板厚

t　min＝b／152＝1280／152＝8．4mm≦9mm
ここに、b＝1280mm（横桁腹板高）。

5．5．2　垂直補剛材

1）応力度の算出

　・σc＝394×106／（356978×104）×650＝72N／mm2
　・τ　＝176×103／（115．2×102）ニ15Nlmm2

2）補剛材間隔

　補剛材間隔はa＝127．5cmとする。
　　・a／b　ニ　127．5／128＝1．00
　　・｛b／（100xt）｝4×【｛σc／345｝2十【τ／｛58十77×（b／a）2｝2】

　　　＝・　｛128．0／（100×0．9）｝4×【｛72／345｝2十｛15／（58十77×1．002）｝21

　　　ニ　0．229　≦　1

3）補剛材剛度

　　・突出幅

　　　b　re吼＝　b／30十50ニ1280／30十50ニ93mm→100mm＝B
　　・板厚

　　　t　reqニB／13＝100／13ニ7．7mm→9mm＝t
　　・必要剛度

　　　Ire（1＝・b×t3／11×8。0×（b／a）2
　　　　　　ニ　128．0×0。93／11×8．0×1．002

　　　　　　ニ68．4cm4

4）使用断面

　　・1－PL100×9
　　・1ニ　t×b3／3＝：0．9×10．03／3＝300cm4≧　I　req

B－46

指針10．2．1

指針10．2．2

指針10．5．1
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6．端横桁・対傾構

6．　　端横桁
6．　1設計方針

9

o 0

o

0 oo
守

o 一 oo
o ト

ー

o

o 0

o 0

o

o
マoq

2550

（1）端横桁の形状は上記の通りとする。

（2）荷重は死荷重・活荷重・風荷重・地震荷重を考え、それらの組み合わせ

　荷重に対して検討する。

（3）死荷重は舗装及ぴ床版を考え、活荷重は丁荷重を考える

（4）風荷重は活荷重無載荷時のみを考える。

（5）風荷重については2組の端横桁だけで受け持たせるものとする。

（6）地震荷重については全ての端横桁で均等に受け持たせるものとする。

6．1．2荷重

　（1）鉛直荷重（常時）

　　　1）死荷重
　　　　　0．400×9．91＝＝　4．O　kN／m

　　　　　1．275×9．91ニ12．6　kN／m

舗装

床版

0．080×22．5　　　　　　　ニ1．80

（0．220＋0．111）×24．5＝8．11

ニ9．91　kN／m2

醒

む ‘

0

葦
WkN／
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2）活荷重（丁荷重）

輪荷重

　　P＝100kN
衝撃係数

　　iニ20／（50十L）

　　　ニ20／（50＋2．55）

　　　＝0．381

（2）水平荷重

looo

H　u

H　e

oo
卜

P　　　　P

ド

1’

2550

Wω，W　e

1

1）風荷重
　　B／D＝9700／2702＝・3．59

　　1＜B／D＜8より
　Wωニ［4．0－0．2（B／D）］D
　　　＝［4．0－0．2（9．700／2．702）］×2．702

　　　＝・8．87　kN／m≧6．O　kN／m

　　B：橋の総幅（m）

　D：橋の総高（m）

25

v
600600　　　　　　　　85ゆ0

アスファルト舗装厚80㎜

50

　0　0　寸
鉄筋コンクリー，ト床版厚220㎜

I
l

一
　
　
　
　
8
　
　
　
　
旨

＿＿＿一一一～　　　　　　　’｝一

5
1
12550 2550 25501025 1025

25

97ρ0
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道示　共2．1．3

　　　共2．L4

道示　鋼2．1．12



　総高：D（㎜）

　高　欄　　　　　　　　　　　　　400
　地　覆　　　　　　　　　　　　　250
　舗　装　　　　　　　　　　　　　80
　床　版　　　　　　　　　　　　　220
　ハンチ　　　　　　　　　　　　　　　60

　桁　高　　　　　　　　　　　　　1700

6．1．3

　総　高　　　　　　　　　　　　2702㎜

　総幅：B＝9700㎜

　　　　’　　1
　H　＝＿躍ω＿
　　ω　　　　2　　2
　　　　監　　　　　　　　　　1
　　　＝＝＿×30．0×8．87×＿ニ67kN
　　　　2　　　　　　　　　　2

2）地震荷重

　　（a）死荷重強度

　　　舗装22．5×0．080×8．500ニ15．30
　　　地覆24．5×0．325×0．600×2ニ9．56
　　　高　欄0．480×2　　　＝0．96
　　　床　版24．5×0．220×9．700＝52．28
　　　ハンチ（1．23×1．75）×2　　＝・5．96

　　　　　　重4．25×4　　　ニ17．00
　　　　　　　　　　　　　　　Wdニ101．06kN／m

　　（b）地震荷重強度

　　　W。＝Wd・kHニ101。06×0。25＝25。3kN／m

　　（c）地震荷重

　　　　　　’　　　1　　　1　　　　　　　　　　　1
　　　H．ニー穐＿ニー×30．0×25。3×一二127kN
　　　　　　2（η一1）2　　　 （4－1）
　　　　　（n＝主桁本数）
断面力

1）曲げモーメント
死荷重による曲げモーメント

　Md一丑（91＋璽）
　　　　8　　　　2　　　　　　　　　　　　　　　2550

　　　　25502　　126
　　　＝一　　（4．0十一）

　　　ニ8愚．m　2　　殴

活荷重による曲げモーメント

　　　　P・’　P・δ
　Mlニ（一十一）（1十’）
　　　　4　　　　2
　　　100×2550　　　100×0275
　　＝（　　　　　　　　十　　　　　　　　　）（1十〇381）

　　　　　4　　　　　　　2

　　ニ107kN・m

ΣMニ8十107＝115kN・m

B－49



2）せん断力

　　　　1　　Sd＝一（3吻1十92）

　　　　6
　　　　2550　　　ニー　　（3×4ρ十126）
　　　　　6
　　　＝10kN・m

1550 1000

　　　　　’一1
Sl＝P（1十一）（1十’）

　　　　　’
　　　　　　2550－1
　＝100×（1一　　　　　　　）（1十〇381）

　　　　　　2550
　＝222　kN・m

P P

ΣS＝Sd十Slニ10十222＝232kN・m

3）水平力

風荷重H＝67kN
　地震荷重　Hニ127kN

4）断面力の組み合わせ

M
（kN・皿）

S
（kN）

N
（kN）

安全係数

　u
L死荷重 8 10

2．活荷重 107 222

3．風荷重 ±67
4．地震荷重 ±127
常　時　1＋2 115 232

風　時　1＋2＋3 115 232 67

地震時　1＋4 8 10 127

常時　u（1＋2） 196 394 1．70

風時　u（1＋2＋3） 155 313 90 1．35

地震時　u（1＋4） 9 12 146 1．15

断面力の卓越する常時にて断面設計を行う。

指針3．1
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6．1．4　断面計算

　　　2

　　　0　　　　9
　　　專

　　　2

　　　　哩
　　　ノ
”㏄＝ユσ嬢＝
　　　Z‘

財　 196×106ニニニとニ

M㎝　122×107

レ6　　　394×103

S　　　176×104
　μ

曲げ圧縮強度

・4w　　1305
一＝一＝5．9＞2
、4　　　22
　‘

’　　2550　　　　　9

わ　　220　　　　　κ

τ．＝135N！耀諾

6．1．5連結

　（1）作用せん断力

　　　uSニ394kN
　（2）連結ボルト

　　使用ボルト

　　本数

　　　沼
　　n●〃2●窺

SM400 A（cm2）　z（cm）Az2（cm4）

2－Flg．　PL

1－Web．　PL

220×　　　10　　　　　44．0　　　　　73．O

l450×9　130．5
234，000

229，000

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A＝174．5cm

　　　　　　　463000×104
　　　　　　　　　　　　×194＝122x107ニ122×107N・㎜
　　　　　　　　　735

　　　　　　＝OJ6≦1

3μニ々τ．ニ1305×102×135ニ176×104

　　　　　　　＝0．22≦1

κ一属一陣一z44

一二一＝11．6＞一＝3．7

σ加部一235－Z1（κ舌一の一235－21（244×1L6－9）一194N！一2

　　ウェブの連結を設計する。

　　　H．T．B　M22　（S10T）

　　　1面摩擦強度　P、＝82kN

　　　　　n〒14本摩擦面数m＝1

　　　　　　　　394×103
　　　　　　　　　　　　　　＝0．34≦1
　　　　　　14×1×82×103

2 　　　　4463，000cm

指針4、1．L2

指針4．1．L4

指針2。2．1

指針2．2．3

指針4．1．2．2
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6．1．6　補剛材

　（1）水平補剛材

　　水平補剛材を1段使用する。
　　t．ニ1450／256ニ5．7㎜＜9㎜（腹板厚）

　（2）垂直補剛材

　　　1）補剛材間隔
　　　a／b＝127．5／145＝・0．88＞0．80

瞬「（糾　、赫，1榊

　　　　　　115x106
　　　σニ　　　　×735＝18N！加加2
　　　　　462000×104

　　　2）補剛材断面
　　　　　1－PL　100×9を使用する。

　　　突出幅B．。。ニ1450／30＋50＝98．3→　100㎜

　　　板厚t，。。ニ100／13＝7．7→9㎜

　　　剛度1ニ0。9×103／3ニ300c皿4＞1，．q
　　　　　　　I．．，ニ145×0．93／11×8。0×（145／127。5）2＝99cm4

指針10．4

指針10．5．1

指針10．5．2
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6．2中間対傾構

6．2．1設計方針

一＞ 態
’藩

i275 旦275

2550

o
Ω
一

o
ΩN o
一 o
卜
一

8
㎝

secθニ1786／1275＝1．401

sinθニ1250／1786＝0．700

（1）中間対傾構は、上図のような骨組み形状とする。

（2）設計荷重は、風荷重及び地震時荷重による水平荷重を考える。

（3）水平荷重のうち、風荷重は2組の対傾構で、地震荷重は主桁間隔数の対

　傾構で均等に分担するものとする。

（4）使用部材は上弦材・下弦材・斜材ともにL形鋼を用いるものとすし、上

　下弦材は等断面とする。

（5）応力が小さいときは細長比（1／r＜150）にて断面決定するものとする。

＼

＼
＼
、
＼
＼
、

、
＼
、
、
＼
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／
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6．2．2荷重

λ＝5000

P／2

P／2

　　　　1　　馬二一％λ
　　　　2
　　　　1　　名＝一梶λ
　　　（一1）

　　P：1組の対傾構が受け持つ水平荷重
　　％：風荷重強度

　　鷹：地震荷重強度

　　λ：中問対傾構間隔

　　〃：桁本数

6．1．2より、

％ニ8。87kN／m

嵯＝25。3kN／m

水平荷重

　uPωニuWω・λ／2ニ1．4×8．87×5．000／2＝31．OkN

　u　Peニu　We・λ／（n－1）ニ1．15×25．3x5．000／（4－1）＝48．5kN

　u　Pω＜u　Pe

　よって、地震荷重で設計する。

B－54
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6．2．3部材力

P／4＊tanθ
＼レ

N！

P／2

N2

o
P／2 N3N3

↑
　P／4＊tanθ

　　　　　N1ニ3P／4

　　　　　N2＝＝Psecθ／4
ぐヱ　　N3＝P／2

　　　　　secθ：＝1．401

uN1ニ3u　Pe／4ニ3／4×48．5＝36．4kN

ηN2＝u　Pe×secθ／4＝48．5×1．401／4ニ17．OkN

u　N3＝ηPe／2ニ48．5／2ニ24．3kN

6．2．4　断面決定

（1）上下弦材

1）設計軸力

uN1＞uN3よりN1で設計する。
uN＝36．4kN（圧縮力）

1＝＝225．Ocm

　　2）使用断面

1－L　90×90×10　（SS400）

Ag＝17．Ocm2

An＝17．0－4×1．0ニ13．Ocm2

rx＝＝2．71cm

rminニ1．74cm

3）細長比
　1／rminニ255．0／L74ニ147＜150

4）圧縮強度

　1／rxニ255．0／2．71ニ94．1＞92

　b／t＝80／10ニ8＜12．8

5）圧縮力の照査

　　　　　副　　　　　　364x103
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝028≦1娠（・5＋謝17×1♂×B・×〔・5＋謝

B－55

指針5．5

指針5．1．7

指針2．2．1

指針5．4



6）溶接脚長

　作用応力度が小さいので全強の75％の軸力に対して脚長を決定す

　る。

Nr一α75鵯〔・5＋畿1〕一α75×17×1♂×13・×〔・5＋競1〕一985耀

　　　　　　　M　　　　985×103
　　’ニ　　　　　　　　ー　　　　　　　　＝86．0〃2〃2→90〃2〃2以上
　　7ε92×0。707×5×135　2×0コ07×6×B5

　　　　　　　　　　1reqq
6

o：

。i

o：

，ぐ亭

く
し

　（2）斜材

　　　1）設計軸力

　　　　　oハを＝＝一170幻〉

　　　　　oハ々ニ17．0酬

　　　2）使用断面

　　　　　9

幸』需報≡1、1謝醜、
1
一
耳 ・1詔臨
　　　1／r　minニ178．6／1．45＝＝123．2＜150

　　　1／r．ニ178．6／2．25ニ79。4〈92

　　　　　　　　　（18＜1／r　xニ79．4≦92）

　　　b／tニ66／9ニ7．3＜12．8

　　　σ，、ニ｛235－1．4（1／r、一18）｝＝｛235－1，4（79．4－18）｝ニ149N／㎜2

　　　　　　凶c　　　　　　＿170×103
　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝一〇．16≦1
　　　躰（・5＋倫）IZ69×1・2×149×（・5＋器〕

　　　励　　酬，　　17ρ×103
　　　＿＝　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　　　＝0．07≦1
　　　　名　オ．×砺、972×102×235

指針6．1．1

指針4．L2．1

指針5．5

指針5．1．7

指針2．2．1
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　　　3）溶接脚長

　　　　　上弦材と同様に全強の75％で設計する。

　　　　　N2’＝0。75Ag・σ。、＝0。75×12，69×102×235×10曹3ニ223．7kN

　　　　　1．。，＝N2’／（2×0。707×s×135）

　　　　　　ニ223．7×103／（2×0．707×6×135）＝195㎜→200㎜以上

　　　　　sニ0．6cm

6．2．5連結

　　　⑫　，，．　　↑即
　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　RH　　　N1’＝＝一98．5kN

　　　　　　　　　　　　　　　←　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N2’＝223．7kN

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N37ニー98．5kN

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tan』θ＝0．980

　　　　　　　Nρ

　’全強の75％の軸力に対して設計し、上・下弦とも同じボルト本数とする。

　　　1）設計ボルトカ

　　　　　RHニP。・N1’／uN1＝＝53．0×一98．5／39。8＝一131kN

　　　　　Rv＝P。・tanθ・N2’／4＝53．0×0．980×223，7／18．6／4ニ156kN

　　　　　Pニr（R”2＋Rv2）＝∫（1312＋1562）ニ204kN

　　　2）必要ボルト本数

　　　　　n＝P／P、＝204／82＝2．5本→3本以上

　　　　　H．T．B　M22（S10T）一面摩擦強度　P、＝82kN使用

P／2 く一一田1　　　　　　　→

P／2

＼　　　　　〃

← →

指針6．1．1

指針4．1．2．1F
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7．横　構

7．1　設計方針

（1）下図のような2組の横構を配置する。

（2）設計に用いる荷重は、風荷重及び地震荷重とし、床版と横構で1／2ずつ負担す

　　るものとし、さらに2組の横構で均等に受持つものする。

（3）部財力は主桁と横構からなる単純トラスの斜材の部材力として求める。

（4）使用部材はCT型鋼とし、2種類とする。

G1

G

G

G

6×5000＝30000

”

O　o』D　UD
uD　oN　卜X
eり

7．2　荷　重

7．2．1　風荷重

　　　6．L2より

　　　　　　Wω＝8．85kN／m

　　　横構1組あたりの作用荷重
　　　　　　Wω’ニWω×1／2×1／2
　　　　　　　　　ニ8．85×1／2×1／2＝2．21kN／m

7．2．2　地震荷重

　　　6．1．2より

　　　　　　Weニ25．3kN／m
　　　横構1組あたりの作用荷重
　　　　　　We’＝We×1／2×1／2
　　　　　　　　ニ25．3×1／2×1／2＝6．33kN／m

指針3。1
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7　3　部材力

7．3．1　トラス部材力の影響線

2500

卜o
頃
oI

oり

の
φ
08

ooq
T

卜 oり oo oう

， の
o1 膣

o cつ　ト

o eつ　o
頃 eつ　r一

o o　oooo
，

　　　　　　1000　　4000　　2000　　　　　3000
　　　　　　　　　eつ　　　　　　　　ト、
　　　　　　　　　o　　　　　　　　o
　　　　　　　　　α妻　　　　　q
　　　　　　　　　o　　　　　　　o

　上の影響線はせん断力であるので、トラス軸力はsecθを乗じた値となる。

7．3．2横構部材力
　　　　　風荷重　　Nω＝Wω’×max（＋A，一A）×secθ

　　　　　地震荷重　Ne＝We’×（ΣA）×secθ

　　　　　　　　　　　±A，ΣAは下表の影響面積

＋A 一A ΣA secθ
Nω（kN） Ne（kN）

作用荷重 常時換算 作用荷重 常時換算

D1 12，495 0，000 12，495 1，400 38．7 31．8 110．7 74．9

D2 8，004 一〇．501 7，503 1，400 24．8 20．4 66．5 45．0

D3 4，500 一1．998 2，502 1，400 13．9 11．5 22．2 15．0

D4 1，998 一4．500 一2．502 1，400 13．9 11．5 22．2 15．0

D5 0，501 一8．004 一7．503 1，400 24．8 20．4 66．5 45．0

D6 0，000 一12．495 一12．495 1，400 38．7 31．8 110．7 74．9

常時換算値算出方法

風　時
地震時

：作用荷重×1．40／1．70

：作用荷重x1．15／1．70
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7．4　断面決定

7．4．1　Dl部材

（1，）設計軸力

　　　　　　　　（風）

　　　　　Nc＝一38．7kN

　　　　　Ntニ38．7kN

（2）使用断面

X

「1「

（地震）

一110．7kN

110．7kN

2

口
ゆ

oo
，
一

の
ゆ

oo

178

1－CT　　118×178×10×8　　（SS400）

　　　Agニ26．Ocm2
　　　Anニ26．0一（5．5＋2×2．5）×0．8

　　　　＝＝17．6cm2

　　　　　rニ3．57cm　　　r＝3．81cm
　　　　　　x　　　　　　　　　　　　　　　y

（3）細長比

　　　　1／r、＝357．1／3．57＝100．0＜150

（4）部材強度
　①圧縮強度
　　　　1／r、ニ357．1／3．57＝100。0〉92

　　　　b／t＝110／10＝11．0〈12．8

pcuニ〔2000000／｛6500＋（1／r．）2｝〕×｛0．5＋（1／r、）／1000｝×Ag

＝〔2000000／｛6500＋（100．0）2｝〕×｛0．5＋（100．0）／1000｝×26．0×102

＝＝189．1kN

②引張強度
　　　P，、ニ235×Anニ235×17。6×102ニ413。6kN

道示鋼3．1．7

道示鋼2．2．1

道示鋼3．2．2

道示鋼3．5
指針2．2．1

指針5．4
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（5）照査

　　　　　①風時

　　　　　　レNc

　　　　　　P。u

　　　　　　γNt

　　　　　　P加

　　　　　②地震時

　　　　　　ンNc
　　　　　　P㎝

　　　　　　ンNt
　　　　　　P加

（6）現場連結
　1）使用ボルト
　　　　H．T。B．　　M22　（S10T）

　　　　ρ、ニ82kN

　2）必要ボルト本数
　　　　一面マサツ強度

　　　　　　①風時

　　　　　　　　　　　ンN
　　　　　　　　n＝
　　　　　　　　　　　ρu

1．40x38．7

　189．1

1．40×38．7

　　　　ン＝1．40

＝0．29＜1．0

413．6
＝0．13＜1．0

　　　　　　　　　　レ＝1．15
1．15x110．7
　　　　　　＝0．67〈1．0
　189．1

1．15x110．7
　　　　　　＝＝0．31＜1．0
　413．6

ρ、ニ82kN使用

　　　1．40×38．7
＝　　　　　　　　　＝0．7〈4本使用
　　　　82

②地震時

　　　　　ンN
　　n＝　　　　　　　　　＝

　　　　　ρu

．15x110．7
　　　　　　＝1．6く4本使用
　82
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7．4．2　D2～D6部材

（1）設計軸力
　　　　　　　　（風）

　　　　　Ncニー24。8姻

　　　　　Nt＝・24．8kN

（2）使用断面

　　　　「・「

X

（地震）

一66．5kN

66．5kN

ゆ OD
oり ▼一

寸 ，

2

の
eり

寸

OD

152

（3）細長比

1－CT　　95×152×8×8　　（SS400）

　Ag＝19．8cm2
　An＝19．8一（4．35＋2×2．5）×0．8

　　＝12．3cm2

　r、ニ2。71cm　ry＝3・44cm

1／r．＝357・1／2・71＝1亀L8〈150

（4）部材強度
　①圧縮強度
　　　　1／r．＝131．8＞92
　　　　b／t＝87／8＝10．9＜12．8

P㎝＝〔2000000／｛6500＋（1／r、）2｝〕×｛0．5＋（1／r、）／1000｝×Ag

　ニ　〔2000000／｛6500十（131．8）2｝〕　×｛0．5十（131．8）／1000｝×19．8×102

　＝104．8kN

②引張強度

pt、＝235×An＝235×12。3×102＝289．1kN

道示鋼3．1．7

道示鋼2．2．1

道示鋼3．2．2

道示鋼3．5
指針2．2．1

指針5。4
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（5）照査

①風時　　　　　　　　　　　　　ン＝1葡
　ンNc　　　　　　　　　　1．40x24．8
　　　　　＝　　　　　　　　　　　　　　　　＝＝0．33＜1．O

　P。、　　　　　　　104．8

z／Nt　　　　　　　　1．40×24．8
　　　　＝＝　　　　　　　　　　　　　　＝0．12＜1．O
p馳　　　　　　　　289．1

②地震時　　　　　　　　　　　　　　　ン＝1．15

　ンNc　　　　　　　　1．15×66．5
　　　　　＝　　　　　　　　　　　　　　　　＝0．73＜1．O
　p㎝　　　　　　　　104．8

ンNt　　　　　　　　　1．15x66．5
　　　　＝＝　　　　　　　　　　　　　　　　＝＝0．26＜1．O

p如　　　　　　　　289．1

（6）現場連結
　1）使用ボルト
　　　　H．T．B。　　M22　（S10T）

　　　　ρu＝82kN

2）必要ボルト本数
　　一面マサツ強度　ρ、＝82kN　使用

①風時

　　　　ンN
　n＝　　　　　　　　　＝
　　　　　ρu

②地震時

　　　　レN
　n＝＝　　　　　　　　　＝

　　　　　ρu

1．40x24．8
　　　　　　＝α4く4本使用
　82

．15x66．5
　　　　　　＝0．9＜4本使用
　82
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8．たわみ

8．1　活荷重たわみ

各主桁の活荷重たわみは、格子解析結果より以下の通りである。

G1桁
G2桁
G3桁
G4桁

許容活荷重たわみ

δ1＝17㎜
δ1：＝15㎜

δ1ニ15㎜

δ1ニ17㎜

δuニL2／20000＝30．02／20000＝0．045m

ンδIma翼　＿

δu

8．2　製作キャンバー

1。0×17
　　　　　＝＝0．38〈1．0
　45

（1）死荷重キャンバー
　　死荷重たわみは、格子解析結果より以下の通りである。

格点 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

G1
　■

G4

δ1 0 7 12 14 12 7 0
δ2 0 28 47 54 47 28 0
δ3 0 2 2 3 2 2 0
δ4 0 2 3 3 3 2 0
δ5 0 一1 一1 一2 一1 一1 0
Σδ 0 38 63 72 63 38 0

G2

■
G
3

δ1 0 7 12 14 12 7 0
δ2 0 27 46 54 46 27 0
δ3 0 1 2 2 2 1 0
δ4 0 2 3 2 3 2 0
δ5 0 一1 一2 一2 一2 一1 0
Σδ 0 36 61 70 61 36 0

合成前

合成後

δ1＝鋼重によるたわみ

δ2二床版、ハンチ、型枠によるたわみ

δ3＝地覆、高欄によるたわみ

δ4二舗装によるたわみ

δ5二型枠撤去によるたわみ

B－64

道示鋼1．4
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（2）製作キャンバー

　　製作キャンバーは、死荷重たわみ、乾燥収縮、クリープを考慮し、以下とする。

格点 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

G1
　■

G4

d1 0 35 59 68 59 35 0
d2 0 3 4 4 4 3 0
d3 0 7 10 12 1 7 0
d4 0 1 2 2 2 1 0
Σd 0 46 75 86 75 46 0

G2

9
G
3

d1 0 45 75 86 75 45 0
d2 0 30 51 58 51 30 0
d3 0 7 12 14 12 7 0
d4 0 2 3 2 0
Σd 0 83 140 161 140 83 0

d1＝合成前死荷重たわみ（δ1＋δ2）

d2＝合成後　　〃　　　（δ3十δ4十δ5）

d3＝乾燥収縮によるたわみ

d4＝クリープによるたわみ

Σd＝製作キャンバー（d1＋d2＋d3＋d4＋d5）

1 ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

6×5000＝30000

道示鋼9．2．6

道示鋼9．2．8
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なお、乾燥収縮、クリープによるたわみは次式により算出する。

乾燥収縮によるたわみ

　平均剛度

　　　　　！．2m＝

支間中央たわみ

4．366x106
＝4355000cm

4

　　3（4。366－4。273）x106
1十一×　　25　　　　　　　　　4．273×106

　　　　　　　　　　　　Mv2・12
　　　　　　δ、＝
　　　　　　　　　　　8・EsgIv2m

　　　　　　　　　　　　786x106x300002．
　　　　　　　ニ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝12mm
　　　　　　　　　　8x2．O　x105x4355000x104

②格点位置のたわみ

　　　2次放物線と仮定し算出する

　　　　　　　　　4・δ2
　　　　　　δ2ニ　　　　　　・X・（1－X）
　　　　　　　　　　12

　　　　　　　　　4×12
　　　　　　　＝　　　　　　　x5000×（30000－5000）＝＝7mm
　　　　　　　　　300002

③格点位置

　　　　　　　　　4×11．7
　　　　　　δ3＝　　　　　　　×10000x（30000－10000）　ニ10mm
　　　　　　　　　300002

クリープによるたわみは、乾燥収縮によるたわみと同様の手法により算出する。
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参考資料：概略設計結果
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設計条件
1－1基本条件
　タイトル

　形式
　主桁本数

　支間長合計

　桁高
　床版形式

　舗装
　平面線形

　横桁斜角

　活荷重

　添架物

　使用鋼材

　鋼種の仕様

　耐候性鋼材

単純合成飯桁一直線桁

単純合成飯桁

4本

30［m］（構造基本線）

1700［mm］

鉄筋コンクリート床版t＝220［mm］

アスファルト舗装　　t＝80［㎜］

R＝oo
90。　　0，　0．0”

B活荷重一T　L
なし

JIS規格

道路橋示方書

使用しない

1－2横断面図

叩

85＿＿＿＿」
鍍

50

1
じ

1
ロ

『
ぽ

i
し

i
瞥

し

1

レづ1・

25

◎o，

a5

61 1700 62 1700

　　1

3、色2550．三一7β5α．

…一＿一一1

63 1700

＿566』7～

G4 1700

．、．3325＿

1025＿
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〈平面格子図＞　※寸法図は構造基本線上の長さ［㎜］

30000

國

1
＄

G1

G2

G3

G4

6＠5000＝30000
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1－3桁高変化図
く全主桁＞

30DOOく　造基　線上長さ》

o
o－

o
卜
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2－1－2合成後死荷重

90

、鋤 ρΩ

G1 G2 G3 G4

1．8

車道舗装【剛／m21
　I　　　I

　I　　　I

　O　　　I

　I　　　I
」　　I　　　I

も　　1　　　、

9　　1　　　0

1　　1　　　1

1　　1　　　1

181091

1　　0　l
I　　　I　　I

I　　　I　　l

I　　　I　　l

I　　　I　　I

I　　　I　　I

I　　　I　　I

I　　　I　　I

ま　　し　ド

：8・P9：

地覆・縁石・中央分離帯［k閥／m21

I　　l

I　　I

I　　I

l　　l

I　　I

I　　I

』　　』

I　　I

ド　　コ

10．49

目一「一，＿

一〇．78

　l　　l

　l　　l

　I　　I

　I　　l

　I　　l

　I　　l

　I　　I

　I　　I

o．ヒ9：

Ii

I「

1：

目
：：

：：

：：

高欄左右［剛／m］

型枠撤去［k》m2】
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　活荷重
活荷重種類　：B活荷重一T　L

1）丁荷重

　　（a）1横断上での最大主載荷台数

　　（b）主載荷1軸当たりの重量

　　（c）従載荷1軸当たりの重量

　　（d）車両幅

　　（e）車軸間隔

　　（f）載荷面長さ

　　（g）割増係数

（2）L荷重

（a）P1活荷重一曲げ着目時主載荷強度

（b）P1活荷重一曲げ着目時従載荷強度

（c）P1活荷重一せん断着目時主載荷強度

（d）P1活荷重一せん断着目時従載荷強度

（e）橋軸方向載荷長

（f）橋軸直角方向載荷幅

（g）橋軸方向移動量

（h）P2活荷重一主載荷分布活荷重強度

（i）P2活荷重一従載荷分布活荷重強度

　2［台］
100［kN］

　50［kN］

2．75［m］

1．75［m］

　0。5［m］

1．500

　10［kN／m2］

　5［kN／m2］

　12［kN／m2］

　6［kN／m2］

　10［m］

5．5［m］

　1［m］

3．5［kN／m2］

1．75［kN／m2］
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§3．断面力

〈主桁G1〉

＜部材1（1端）＞

合成前死荷重

合成後死荷重
〃

〃

”

〃

活荷重（T）

活荷重（L）

死＋活荷重（T）

死＋活荷重（L）

最大値
曲げモーメント

My［kN・m］

一〇．00

－0．00

0．00

0．00

0．00
－0．00

最小値

せん断力　曲げモーメント

Sz［kN］　My［kN・m］

　321．50　　　　　　－0．00

　92．93　　　　　　－0．00

　272．06　　　　　　　－0．00

　365．98　　　　　　　0．00

　364．99　　　　　　－0．00

　458．91　　　　　　－0．00

せん断力

Sz［kN］

　321．50

　92．93
　－19．52

　－25．70

　73．41

　67．23

く部材1（J端）＞

合成前死荷重

合成後死荷重
”

〃

”

〃

活荷重（T）

活荷重（L）

死＋活荷重（T）

死＋活荷重（L）

最大値
曲げモーメント

My［kN・m〕

1339．56

364．18

1197．12

1427．92

1561．30

1792．10

最小値

せん断力　　曲げモづント

Sz［kN］　My［kN・ml

　214．33　　　　1339．56

　52．74　　　　　　364．18

　239．42　　　　　－97．60

　300．42　　　　　－114．93

　292．16　　　　　266．58

　353．16　　　　　249．24

せん断力

Sz［kN］

　214．33

　52．74
　－63．85

　－34．18

　－11．11

　18．56

＜部材2（1端）＞

合成前死荷重

合成後死荷重
〃

〃

〃

〃

活荷重（T）

活荷重（L）

死＋活荷重（T）

死＋活荷重（L）

最大値
曲げモーメント

My［kN・m］

1339．56

364．18

1197．12

1427．92

1561．30

1792．10

最小値
せん断力　　曲げモーメント

Sz［kN］　My［kN・m］

　214．33　　　　1339．56

　52．74　　　　　364．18

　239．42　　　　　－97．60

　300．42　　　　－114．93

　292．16　　　　　266．58

　353．16　　　　　249．24

せん断力

Sz［kN］

　214．33

　52．74
　－63．85

　－34．18

　－11．10

　18．57

〈部材2（J端）＞

合成前死荷重

合成後死荷重
〃

〃

〃

”

活荷重（T）

活荷重（L）

死＋活荷重（T）

死＋活荷重（L）

最大値
曲げモーメント

My［kN・ml

2143．．30

527．40

2038．54

2414．13

2565．94

2941．53

最小値

せん断力　曲げモーメント

Sz［kN］　My［kN・m］

　107．16　　　　2143．30

　12．55　　　　　527．40

　203．85　　　　　－195．19

　234．35　　　　－229．86

　216．40　　　　　332．21

　246．90　　　　　　297．54

せん断力

Sz［kN］

　107．16

　12．55

－123．42

　－81．10

－110．87

　－68．55

く部材3（1端）＞

合成前死荷重

合成後死荷重
〃

〃

〃

〃

活荷重（T）

活荷重（L）

死＋活荷重（T）

死十活荷重（L）

最大値
曲げモーメント

My［kN・m］

2143．30

527．40

2038．54

2414．13

2565．94

2941．53

せん断力

Sz［kN］

　107．17

　12．55

　203．85

　234．34

　216．40

　246．90

最小値
曲げモーメント

My［kN・m］

　2143．30

　527，40
　－195．19

　－229．86

　332．21

　297．54

せん断力

Sz［kN］

　107．17

　12。55

－123．42

　－81．09

－110．87

㌧68．54

B－74



〈主桁G1〉

＜部材3（J端）＞

合成前死荷重

合成後死荷重
’」

〃

”

〃

活荷重（T）

活荷重（L）

死＋活荷重（T）

死＋活荷重（L）

最大値

曲げモづント　せん断力

My［kN・m］　　Sz［kN］

　2411．21　　　　　　－0．00

　489．69　　　　　－27．64

　2436，28　　　　　　162．42

　2907．09　　　　　　165．72

　2925．97　　　　　　134．78

　3396．77　　　　　　138．08

最小値

曲げモづント　せん断力

My［kN・m〕　　Sz［kN］

　2411．21　　　　　　　－0．00

　489．69　　　　　－27。64

　－292．79　　　　　－174．45

　－344．79　　　　　－150．28

　196．90　　　　　－202．09

　144．89　　　　－177．92

＜部材4（1端）＞

合成前死荷重

合成後死荷重
”

〃

〃

”

活荷重（T）

活荷重（L）

死＋活荷重（T）

死＋活荷重（L）

最大値

曲げモーメント　せん断力

My［kN・m］　　Sz［kN］

　2411．21　　　　　　　0．00

　489．69　　　　　　27．64

　2436．28　　　　　　174．45

　2907．09　　　　　　150．28

　2925．97　　　　　202．09

　3396．77　　　　　　177．92

最小値

曲げモーメント　せん断力

My［kN・m］　　Sz［kN］

　2411．21　　　　　　　0．00

　489，69　　　　　　27．64

　－292．79　　　　　－162．42

　－344．79　　　　　－165．72

　196．90　　　　　－134．78

　144．89　　　　　－138．08

く部材4（J端）＞

合成前死荷重

合成後死荷重
〃

〃

〃

〃

活荷重（T）

活荷重（L）

死＋活荷重（T）

死＋活荷重（L）

最大値

曲げモーメント　せん断力

My［kN・m］　　Sz［kN］

　2143．30　　　　－107．17

　527．40　　　　　　－12．55

　2038．54　　　　　123．42

　2414．13　　　　　　81．09

　2565．94　　　　　110．87

　2941．53　　　　　　68．54

最小値
曲げモーメント　ぜん断力

My［kN・m］　　Sz［kN］

　2143．30　　　　－107．17

　527．40　　　　　　－12．55

　－195．19　　　　　－203．85

　－229．86　　　　　－234．34

　332．21　　　　－216．40

　297．54　　　　　－246．90

く部材5（1端）＞

合成前死荷重

合成後死荷重
〃

〃

〃

〃

活荷重（T）

活荷重（L）

死＋活荷重（T）

死＋活荷重（L）

最大値

曲げモーメント　せん断力

My［kN・m］　　Sz［kN］

　2143．30　　　　－107。16

　527．40　　　　　－12．55

　2038．54　　　　　　123．42

　2414．13　　　　　　　81，10

　2565．94　　　　　110．87

　2941．53　　　　　　68．55

最小値

曲げモーメント　せん断力

My［kN・m］　　Sz［kN］

　2143．30　　　　－107．16

　527．40　　　　　　－12．55

　－195．19　　　　－203．85

　－229．86　　　　　－234．35

　332．21　　　　－216．40

　297．54　　　　－246．90

＜部材5（J端）＞

合成前死荷重

合成後死荷重
〃

〃

〃

〃

活荷重（T）

活荷重（L）

死＋活荷重（T）

死＋活荷重（L）

最大値
曲げモーメント

My［kN・m］

1339．56

364．18

1197．12

1427．92

1561．30

1792．10

せん断力

Sz［kN］

一214．33

　－52．74

　63．85

　34．18

　11．10
　－18．57

最小値
曲げモーメント

My［kN・m］

　1339．56

　364‘18
　－97．60

　－114．93

　266．58

　249．24

せん断力

Sz［kN］

一214．33

　－52．74

－239．42

－300．42

－292．16

－353．16

B－75



＜主桁G1〉

〈部材6（1端）＞

合成前死荷重

合成後死荷重
〃

〃

〃

〃

活荷重（T）

活荷重（L）

死＋活荷重（T）

死＋活荷重（L）

最大値

曲げモーメント　せん断力

My［kN・m］　　Sz［kN］

　1339．56　　　　－214．33

　364．18　　　　　－52．74

　1197．12　　　　　　63．85

　1427。92　　　　　　34．18

　1561．30　　　　　　11．11

　1792．10　　　　　－18．56

最小値

曲げモーメント　せん断力

My［kN・m］　　Sz［kN］

　1339．56　　　　－214．33

　364．18　　　　　－52．74

　－97．60　　　　　－239．42

　－114．93　　　　－300．42

　266．58　　　　　－292．16

　249．24　　　　－353．16

＜部材6（J端）〉

合成前死荷重

合成後死荷重
〃

〃

”

〃

活荷重（T）

活荷重（L）

死＋活荷重（T）

死＋活荷重（L）

最大値
曲げモーメント

My［kN・m］

一〇．00

－0．00

0．00

0．00

0．00
－0．00

せん断力

Sz［kN］

一321．50

　－92．93

　19．52

　25．70
　－73．41

　－67．23

最小値
曲げモーメント

My［kN・m］

　　一〇．00

　　－0．00

　　－0．00

　　0．00
　　－0．00

　　－0．00

せん断力

Sz［kN］

一321．50

　－92．93

－272．06

－365．98

－364．99

－458．91

B－76



＜主桁G2＞

＜部材1（1端）＞

合成前死荷重

合成後死荷重
〃

〃

〃

”

活荷重（T）

活荷重（L）

死＋活荷重（T）

死＋活荷重（L）

最大値
曲げモーメント

My［kN・m］

0．00

0．00

0．00

0．00

0．00

0．00

最小値

せん断力　曲げモーメント

Sz［kN］　My［kN・m］

　313．52　　　　　　　0．00

　45．19　　　　　　　0．00

　360．29　　　　　　－0．00

　448．57　　　　　　　0．00

　405．48　　　　　　－0．00

　493．76　　　　　　　0．00

せん断力

Sz［kN］

　313．52

　45．19

　　0．00

　－1．64

　45．19

　43。55

＜部材1（J端）＞

合成前死荷重

合成後死荷重
”

〃

〃

〃

活荷重（T）

活荷重（L）

死＋活荷重（T）

死＋活荷重（L）

最大値

曲げモづント　せん断力

My［kN・m〕　　Sz［kN］

　1306．34　　　　　209．02

　211．32　　　　　　39．34

　1372．44　　　　　274．49

　1595．63　　　　　325．07

　1583．76　　　　　313．83

　1806．95　　　　　364．41

最小値

曲げモーメント　せん断力

My［kN・m］　　Sz［kN］

　1306．34　　　　　209．02

　211．32　　　　　　39．34

　　0．00　　　　　－89．24

　　－0．05　　　　　　－32．13

　211．32　　　　　　－49．90

　211．27　　　　　　7．21

＜部材2（1端）＞

合成前死荷重

合成後死荷重
〃

”

〃

〃

活荷重（T）

活荷重（L）

死＋活荷重（T）

死＋活荷重（L）

最大値

曲げモーメント　せん断力

My［kN・m］　　Sz［kN］

　1306．34　　　　　209．01

　211。32　　　　　　39．34

　1372．44　　　　　274．49

　1595．63　　　　　325．07

　1583．76　　　　　313．83

　1806．95　　　　　364．41

最小値

曲げモーメント　せん断力

My［kN・m］　　Sz［kN］

　1306．34　　　　　　209．01

　211．32　　　　　　39．34

　　0。00　　　　　－89．23

　　－0．05　　　　　－32．12

　211．32　　　　　－49．89

　211．27　　　　　　　7．22

＜部材2（J端）＞

合成前死荷重

合成後死荷重
”

〃

〃

〃

活荷重（T）

活荷重（L）

死＋活荷重（T）

死＋活荷重（L）

最大値

曲げモーメント　せん断力

My［kN・m］　　Sz［kN］

　2090．15　　　　　104．51

　393．40　　　　　　33．49

　2065．06　　　　　206。51

　2427．36　　　　　225．56

　2458．45　　　　　240．00

　2820．75　　　　　259．05

最小値

曲げモーメント　せん断力

My［kN・m］　　Sz［kN］

　2090．15　　　　　　104．51

　393．40　　　　　　33．49

　　0．00　　　　－171．73

　　0．00　　　　　－125．65

　393．40　　　　－138．24

　393．40　　　　　－92．16

＜部材3（1端）＞

合成前死荷重

合成後死荷重
”

”

”

”

活荷重（T）

活荷重（L）

死＋活荷重（T）

死＋活荷重（L）

最大値
曲げモーメント

My［kN・m］

2090．15

393．40

2065．06

2427．36

2458．45

2820．75

せん断力

Sz［kN］

　104．51

　33．49

　206。51

　225．56

　240．00

　259．05

最小値
曲げモづント

My［kN・m］

　2090．15

　393．40
　　0．00

　　0．00
　393．40

　393．40

せん断力

Sz［kN］

　104．51

　33．49

－171．72

－125．64

－138．24

　－92．15

B－77



＜主桁G2＞

＜部材3（J端）＞

合成前死荷重

合成後死荷重
〃

〃

〃

〃

活荷重（T）

活荷重（L）

死＋活荷重（T）

死＋活荷重（L）

最大値

曲げモーメント　せん断力

My［kN・m］　　Sz［kN］

　2351．42　　　　　　　0．00

　546．21　　　　　　27．64

　2171．33　　　　　144．76

　2564．53　　　　　　148．29

　2717．54　　　　　172．40

　3110．74　　　　　175．93

最小値

曲げモづント　　せん断力

My［kN・m］　　Sz［kN］

　2351．42　　　　　　　0．00

　546．21　　　　　　27．64

　　0．00　　　　　－240．75

　　0．00　　　　　－247．31

　546．21　　　　－213．12

　546．21　　　　－219．68

＜部材4（1端）＞

合成前死荷重

合成後死荷重
”

〃

〃

〃

活荷重（T）

活荷重（L）

死＋活荷重（T）

死＋活荷重（L）

最大値
曲げモーメント

My［kN・m］

2351．42

546．21

2171．33

2564．53

2717．54

3110．74

最小値
せん断力　　曲げモーメント

Sz［kN］　My［kN・m］

　一〇．00　　　　　2351．42

　－27．64　　　　　　546．21

　240．75　　　　　　　0．00

　247．31　　　　　　　　0．00

　213。12　　　　　546．21

　219．68　　　　　546．21

せん断力

Sz［kN］

　一〇．00

　－27。64

－144．76

－148．29

－172．40

－175．93

＜部材4（J端）〉

合成前死荷重

合成後死荷重
〃

〃

〃

”

活荷重（T）

活荷重（L）

死＋活荷重（T）

死＋活荷重（L）

最大値
曲げモーメント

My［kN・m］

2090．15

393．40

2065．06

2427．36

2458．45

2820．75

最小値

せん断力　　曲げモールト

Sz［kN］　My［kN・m］

一104．51　　　　2090．15

　－33．49　　　　　393．40

　171．72　　　　　　　0．00

　125。64　　　　　　　0．00

　138．24　　　　　393．40

　92．15　　　　　393．40

せん断力
Sz［kN］

一104．51

　－33．49

－206。51

－225．56

－240．00

－259．05

く部材5（1端）＞

合成前死荷重

合成後死荷重
〃

〃

〃

〃

活荷重（T）

活荷重（L）

死＋活荷重（T）

死＋活荷重（L）

最大値
曲げモーメント

My［kN・m］

2090。15

393．40

2065．06

2427．36

2458．45

2820．75

最小値

せん断力　曲げモールト

Sz［kN］　My［kN・m］

一104．51　　　　2090。15

　－33．49　　　　　393．40

　171．73　　　　　　　0．00

　125．65　　　　　　　0．00

　138．24　　　　　　393．40

　92．16　　　　　393．40

せん断力

Sz［kN］

一104．51

　－33．49

－206．51

－225．56

－240．00

－259．05

〈部材5（J端）＞

合成前死荷重

合成後死荷重
〃

〃

”

〃

活荷重（T）

活荷重（L）

死＋活荷重（T）

死＋活荷重（L）

最大値
曲匹ずモーメント

My［kN・m］

1306．34

211．32

1372．44

1595．63

1583．76

1806．95

せん断力

Sz［kN］

一209．01

　－39．34

　89．23

　32．12

　49．89

　－7．22

最小値
曲げモーメント

My［kN・m］

　1306．34

　211．32

　　0．00
　　－0．05

　211．32
　211．27

せん断力

Sz［kN］

一209．01

　－39．34

－274．49

－325．07

－313．83

－364．41

B－78



＜主桁G2＞

く部材6（1端）〉

合成前死荷重

合成後死荷重
”

”

〃

”

活荷重（T）

活荷重（L）

死＋活荷重（T）

死＋活荷重（L）

最大値

曲げモづント　せん断力

My［kN・m］　　Sz［kN］

　1306．34　　　　　－209．02

　211．32　　　　　－39．34

　1372。44　　　　　　89．24

　1595．63　　　　　　32．13

　1583．76　　　　　　49．90

　1806．95　　　　　　　－7．21

最小値

曲げモづント　せん断力

My［kN・m］　　Sz［kNl

　1306．34　　　　　－209．02

　211．32　　　　　－39．34

　　0．00　　　　　－274．49

　　－0．05　　　　　－325．07

　211．32　　　　－313．83

　211．27　　　　－364．41

〈部材6（J端）＞

合成前死荷重

合成後死荷重
〃

〃

”

”

活荷重（T）

活荷重（L）

死＋活荷重（T）

死＋活荷重（L）

最大値
曲げモーメント

My［kN・m］

0．00

0．00

0．00

0．00

0．00

0．00

せん断力

Sz［kN］

一313．52

　－45．19

　　0．00

　　1。64
　－45．19

　－43．55

最小値
曲げモーメント

My［kN・皿］

　　0．00

　　0．00
　　－0。00

　　0．00
　　－0．00

　　0．00

せん断力

Sz［kN］

一313．52

　－45．19

－360．29

－448．57

－405．48

－493．76

B－79



＜主桁G3〉

〈部材1（1端）＞

合成前死荷重

合成後死荷重
〃

”

”

〃

活荷重（T）

活荷重（L）

死＋活荷重（T）

死＋活荷重（L）

最大値

曲げモーメント　せん断力

My［kN・m］　　Sz［kN］

　　0．00　　　　　313．52

　　0．00　　　　　　45．19

　　0．00　　　　　　360．29

　　0．00　　　　　　448．57

　　0．00　　　　　　405．48

　　0．00　　　　　　493．76

最小値

曲げモーメント　せん断力

My［kN・m］　　Sz［kN］

　　0．00　　　　　313．52

　　0．00　　　　　　45．19

　　－0．00　　　　　0．00

　　0．00　　　　　　　－1．64

　　－0．00　　　　　　45．19

　　0．00　　　　　　43．55

＜部材1（J端）＞

合成前死荷重

合成後死荷重
〃

〃

〃

〃

活荷重（T）

活荷重（L）

死＋活荷重（T）

死＋活荷重（L）

最大値

曲げモづント　せん断力

My［kN・m］　　Sz［kN］

　1306．34　　　　　209．02

　211．32　　　　　　39．34

　1372．44　　　　　274．49

　1595．63　　　　　　325．07

　1583．76　　　　　　313．83

　1806．95　　　　　364．41

最小値

曲げモーメント　せん断力

My［kN・m］　　Sz［kN］

　1306．34　　　　　　209．02

　211．32　　　　　　39．34

　　0．00　　　　　　－89．24

　　－0．05　　　　　　－32．13

　211．32　　　　　－49．90

　211．2’7　　　　　　　7．21

〈部材2（1端）＞

合成前死荷重

合成後死荷重
〃

〃

〃

〃

活荷重（T）

活荷重（L）

死＋活荷重（T）

死＋活荷重（L）

最大値

曲げモーメント　せん断力

My［kN・m］　　Sz［kN］

　1306．34　　　　　209．01

　211．32　　　　　　39．34

　1372．44　　　　　274．49

　1595．63　　　　　　325．07

　1583．76　　　　　　313．83

　1806．95　　　　　364．41

最小値

曲げモーメント　せん断力

My［kN・m］　　Sz［kN］

　1306．34　　　　　209．01

　211．32　　　　　　39．34

　　0。00　　　　　－89．23

　　－0．05　　　　　－32．12

　211．32　　　　　－49．89

　211．27　　　　　　　7．22

＜部材2（J端）＞

合成前死荷重

合成後死荷重
〃

〃

〃

〃

活荷重（T）

活荷重（L）

死＋活荷重（T）

死＋活荷重（L）

最大値

曲げモーメント　せん断力

．My［kN・m］　　Sz［kN］

　2090．15　　　　　104．51

　　393．40　　　　　　33．49

　2065．06　　　　　206．51

　2427．36　　　　　225．56

　2458．45　　　　　240．00

　2820．75　　　　　259．05

最小値

曲げモーメント　せん断力

My［kN・m］　　Sz［kN］

　2090．15　　　　　　104．51

　393．40　　　　　　33．49

　　0．00　　　　　－171．73

　　0．00　　　　　－125．65

　393．40　　　　　－138．24

　393．40　　　　　－92．16

く部材3（1端）＞

合成前死荷重

合成後死荷重
〃

〃

〃

〃

活荷重（T）

活荷重（L）

死＋活荷重（T）

死＋活荷重（L）

最大値
曲げモーメント

My［kN・m］

2090．15

393．40

2065．06

2427．36

2458．45

2820．75

せん断力

Sz［kN］

　104．51

　33．49

　206．51

　225．56

　240．00

　259．05

最小値
曲げモーメント

My［kN・m］

　2090．15

　393．40
　　0．00

　　0．00
　393．40
　393．40

せん断力

Sz［kN］

　104．51

　33，49

－171．72

－125．64

－138．24

　－92．15

B－80



〈主桁G3〉

〈部材3（J端）＞

合成前死荷重

合成後死荷重
〃

〃

〃

”

活荷重（T）

活荷重（L）

死＋活荷重（T）

死＋活荷重（L）

最大値

曲げモーメント　せん断力

My［kN・m］　　Sz［kN］

　2351．42　　　　　　　0．00

　546．21　　　　　　27．64

　2171．33　　　　　144．76

　2564．53　　　　　　148．29

　2717．54　　　　　　172．40

　3110．74　　　　　175．93

最小値

曲げモーメント　せん断力

My［kN・m］　　Sz［kN］

　2351．42　　　　　　　0．00

　546．21　　　　　　27．64

　　0．00　　　　　－240．75

　　0．00　　　　　－247．31

　546．21　　　　－213．12

　546．21　　　　－219．68

＜部材4（1端）＞

合成前死荷重

合成後死荷重
〃

”

”

〃

活荷重（T）

活荷重（L）

死＋活荷重（T）

死＋活荷重（L）

最大値

曲げモーメント　せん断力

My［kN・m］　　Sz［kN］

　2351．42　　　　　　－0．00

　546．21’　　　　一27．64

　2171．33　　　　　240．75

　2564．53　　　　　247．31

　2717。54　　　　　213．12

　3110．74　　　　　219．68

最少値

曲げモーメント　せん断力

My［kN・m］　　Sz［kN］

　2351．42　　　　　　－0．00

　546．21　　　　　－27．64

　　0．00　　　　　－144．76

　　0．00　　　　　－148．29

　546．21　　　　－172．40

　546．21　　　　　－175．93

＜部材4（J端）＞

合成前死荷重

合成後死荷重
”

〃

”

〃

活荷重（T）

活荷重（L）

死＋活荷重（T）

死＋活荷重（L）

最大値

曲げモーメント　せん断力

My［kN・m］　　Sz［kNl

　2090．15　　　　－104．51

　393．40　　　　　－33．49

　2065．06　　　　　171．72

　2427．36　　　　　　125．64

　2458．45　　　　　138．24

　2820．75　　　　　　92．15

最小値

曲げモーメント　せん断力

My［kN・m］　　Sz［kN］

　2090．15　　　　　－104．51

　393．40　　　　　－33．49

　　0．00　　　　　－206．51

　　0．00　　　　　－225．56

　393．40　　　　　－240．00

　393．40　　　　　－259．05

く部材5（1端）＞

合成前死荷重

合成後死荷重
〃

〃

〃

〃

活荷重（T）

活荷重（L）

死＋活荷重（T）

死＋活荷重（L）

最大値

曲げモづント　せん断力

My［kN・m］　　Sz［kN］

　2090．15　　　　－104．51

　393．40　　　　　－33．49

　2065．06　　　　　　171．73

　2427．36　　　　　125．65

　2458．45　　　　　　138．24

　2820．75．　　　　　　92．16

最小値

曲げモーメント　せん断力

My［kN・皿］　　Sz［kN］

　2090．15　　　　　－104．51

　393．40　　　　　－33．49

　　0。00　　　　　－206．51

　　0．00　　　　　－225，56

　393．40　　　　　－240．00

　393．40　　　　　－259．05

＜部材5（J端）＞

合成前死荷重

合成後死荷重
〃

〃

〃

〃

活荷重（T）

活荷重（L）

死＋活荷重（T）

死＋活荷重（L）

最大値
曲げモーメント

My［kN・m］

1306．34

211．32

1372．44

1595．63

1583．76

1806．95

せん断力
Sz［kN］

一209．01

　－39．34

　89．23

　32．12

　49。89

　－7．22

最小値
曲蒔ナモーメント

My［kN・m］

　1306，34

　211．32

　　0．00
　　－0，05

　211．32
　211．27

せん断力

Sz［kN］

一209．01

　－39．34

－274．49

－325．07

－313．83

－364．41

B－81



＜主桁G3＞

〈部材6（1端）〉

合成前死荷重

合成後死荷重
”

〃

〃

〃

活荷重（T）

活荷重（L）

死＋活荷重（T）

死＋活荷重（L）

最大値

曲げモづント　せん断力

My［kN・m］　　Sz［kN］

　1306．34　　　　　－209．02

　211．32　　　　　－39．34

　1372．44　　　　　　89．24

　1595．63　　　　　　32．13

　1583．76　　　　　　49．90

　1806．95　　　　　　－7．21

最小値

曲げモーメント　せん断力

My［kN・ml　　Sz［kN］

　1306．34　　　　　－209．02

　211．32　　　　　－39．34

　　0．00　　　　　－274．49

　　－0．05　　　　　－325．07

　211．32　　　　　－313．83

　211．27　　　　　－364．41

＜部材6（」端）＞

合成前死荷重

合成後死荷重
〃

〃

〃

〃

活荷重（T）

．活荷重（L）

死＋活荷重（T）

死＋活荷重（L）

最大値
曲げモーメント

My［kN・m］

0．00

0．00

0．00

0．00

0．00

0．00

せん断力

Sz［kN］

一313．52

　－45．19

　　0．00

　　1．64
　－45．19

　－43．55

最小値
曲げモーメント

My［kN・m］

　　0．00
　　0．00
　　－0．00

　　0．00
　　－0．00

　　0．00

せん断力

Sz［kN］

一313．52

　－45．19

－360．29

－448．57

－405．48

－493．76

B－82



（主桁G4〉

〈部材1（1端）＞

合成前死荷重

合成後死荷重
〃

〃

”

〃

活荷重（T）

活荷重（L）

死＋活荷重（T）

死＋活荷重（L）

最大値

曲げモづント　せん断力

My［kN・ml　　Sz［kNl
　　－0．00　　　　　321．50

　　－0．00　　　　　　92．93

　　0．00　　　　　272．06

　　0．00　　　　　365．98

　　0．00　　　　　364．99

　　－0．00　　　　　458．91

最小値

曲げモーメント　せん断力

My［kN・皿］　　Sz［kN］

　　一〇．00　　　　　321．50

　　－0．00　　　　　　92．93

　　－0．00　　　　　－19．52

　　0．00　　　　　－25．70

　　－0．00　　　　　　73．41

　　－0。00　　　　　　67．23

＜部材1（」端）＞

合成前死荷重

合成後死荷重
”

〃

〃

〃

活荷重（T）

活荷重（L）

死＋活荷重（T）

死＋活荷重（L）

最大値
曲げモーメント

My［kN・m］

1339．56

364．18

1197．12

1427．92

1561．30

1792．10

最小値

せん断力　　曲げモーメント

Sz［kN］　My［kN・皿］

　214．33　　　　1339．56

　52．74　　　　　364．18

　239．42　　　　　－97，60

　300．42　　　　　－114．93

　292．16　　　　　266。58

　353．16　　　　　249．24

せん断力

Sz［kN］

　214．33

　52．74
　－63．85

　－34．18

　－11．11

　18．56

く部材2（1端）＞

合成前死荷重

合成後死荷重
”

”

”

”

活荷重（T）

活荷重（L）

死＋活荷重（T）

死＋活荷重（L）

最大値

曲げモーメント　せん断力

My［kN・m］　　Sz［kN］

　1339．56　　　　　214．33

　364．18　　　　　　52．74

　1197．12　　　　　239．42

　1427．92　　　　　300．42

　1561．30　　292．16，

　1792．10　　　　　353．16

最小値

曲げモーメント　せん断力

My［kN・m］　　Sz［kN］

　1339．56　　　　　214．33

　364．18　　　　　　52．74

　－97．60　　　　　　－63。85

　－114。93　　　　　－34．18

　266．58　　　　　　－11．10

　249．24　　　　　　18．57

＜部材2（J端）＞

合成前死荷重

合成後死荷重
”

〃

〃

”

活荷重（T）

活荷重（L）

死＋活荷重（T）

死＋活荷重（L）

最大値
曲げモーメント

My［kN・m］

2143．30

527．40

2038．54

2414．13

2565．94

2941．53

最小値

せん断力　曲げモーメント

Sz［kN］　My［kN・m］

　107．16　　　　2143．30

　12．55　　　　　527．40

　203．85　　　　　－195．19

　234．35　　　　－229．86

　216．40　　　　　332．21

　246．90　　　　　297．54

せん断力

Sz［kN］

　107．16

　12．55

－123．42

　－81．10

－110．87

　－68．55

＜部材3（1端）＞

合成前死荷重

合成後死荷重
”

〃

〃

〃

活荷重（T）

活荷重（L）

死＋活荷重（T）

死＋活荷重（L）

最大値
曲げモーメント

My［kN・m］

2143。30

527．40

2038．54

2414．13

2565．94

2941．53

せん断力

Sz［kN］

　107．17

　12。55

　203．85

　234．34

　216．40

　246．90

最小値
曲轟ずモーメント

My［kN・m］

　2143．30

　527．40
　－195．19

　－229．86

　332．21

　297．54

せん断力

Sz［kN］

　107．17

　12．55

－123．42

　－81，09

－110。87

　－68．54

B－83



〈主桁G4〉

＜部材3（J端）〉

合成前死荷重

合成後死荷重
”

〃

〃

〃

活荷重（T）

活荷重（L）

死＋活荷重（T）

死＋活荷重（L）

最大値

曲げモーメント　せん断力

My［kN・m］　　Sz［kN〕

　2411．21　　　　　　　－0．00

　489．69　　　　　－27．64

　2436．28　　　　　　162．42

　2907。09　　　　　　165．72

　2925．97　　　　　134．78

　3396．77　　　　　　138．08

最小値

曲げモーメント　せん断力

My［kN・m］　　Sz［kN］

　2411．21　　　　　　　－0．00

　489．69　　　　　　－27．64

　－292。79　　　　　－174．45

　－344．79　　　　　－150．28

　196．90　　　　　－202．09

　144．89　　　　　－177．92

＜部材4（1端）＞

合成前死荷重

合成後死荷重
”

〃

〃

〃

活荷重（T）

活荷重（L）

死＋活荷重（T）

死＋活荷重（L）

最大値

曲げモーメント　せん断力

My［kN・m］　　Sz［kN］

　2411．21　　　　　　　0．00

　489．69　　　　　　27．64

　2436．28　　　　　174．45

　2907。09　　　　　　150．28

　2925．97　　　　　　202．09

　3396．77　　　　　　177．92

最小値

曲げモーメント　せん断力

My［kN・m］　　Sz［kN］

　2411。21　　　　　　　　0．00

　489．69　　　　　　27．64

　－292．79　　　　－162．42

　－344．79　　　　－165．72

　196．90　　　　　－134．78

　144．89　　　　－138．08

＜部材4（J端）＞

合成前死荷重

合成後死荷重
〃

〃

〃

〃

活荷重（T）

活荷重（L）

死＋活荷重（T）

死＋活荷重（L）

最大値

曲げモーメント　せん断力

My［kN・m］　　Sz［kN］

　2143。30　　　　　－107。17

　527．40　　　　　　－12．55

　2038．54　　　　　　123．42

　2414．13　　　　　　　81．09

　2565．94　　　　　110．87

　2941．53　　　　　　68．54

最小値

曲げモーメント　せん断力

My［kN・m］　　Sz［kN］

　2143．30　　　　－107．17

　527．40　　　　　　－12．55

　－195．19　　　　　－203．85

　－229．86　　　　－234．34

　332．21　　　　－216．40

　297．54　　　　　－246．90

＜部材5（1端）＞

合成前死荷重

合成後死荷重
〃

〃

〃

〃

活荷重（T）

活荷重（L）

死＋活荷重（T）

死＋活荷重（L）

最大値

曲げモーメ跡　　せん断力

My［kN・m］　　Sz［kNl

　2143．30　　　　　－107．16

　527．40　　　　　　－12．55

　2038．54　　　　　123．42

　2414．13　　　　　　81．10

　2565．94　　　　　110．87

　2941．53　　　　　　68．55

最小値

曲げモーメント　せん断力

My［kN・m］　　Sz［kN］

　2143．30　　　　－107．16

　527．40　　　　　　－12．55

　－195．19　　　　　－203．85

　－229．86　　　　　－234．35

　332。21　　　　－216．40

　297．54　　　　　－246．90

＜部材5（J端）〉

合成前死荷重

合成後死荷重
〃

〃

〃

〃

活荷重（T）

活荷重（L）

死＋活荷重（T）

死十活荷重（L）

最大値
曲畳ヂモーメント

My［kN・m］

1339．56

364．18

1197。12

1427．92

1561．30

1792．10

せん断力

Sz［kN］

一214．33

　－52．74

　63．85

　34。18

　11．10
　－18．57

最小値
曲Oず』モーメント

My［kN・m］

　1339．56

　364．18
　－97．60

　－114．93

　266．58

　249．24

せん断力

Sz［kN］

一214．33

　－52．74

－239．42

－300．42

－292．16

－353．16

B－84



＜主桁G4＞

＜部材6（1端）＞

合成前死荷重

合成後死荷重
〃

〃

〃

〃

活荷重（T）

活荷重（L）

死＋活荷重（T）

死＋活荷重（L）

最大値
曲げモーメント

My［kN・m］

1339．56

364．18

1197．12

1427．92

1561．30

1792．10

最小値

せん断力　　曲げモづント

Sz［kN］　My［kN・m］

一214．33　　　　1339．56

　－52．74　　　　　364．18

　63．85　　　　　－97．60

　34．18　　　　　－114．93

　11．11　　　　　266．58

　－18．56　　　　　249．24

せん断力

Sz［kN］

一214．33

　－52．74

－239．42

－300．42

－292．16

－353．16

＜部材6（J端）＞

合成前死荷重

合成後死荷重
〃

〃

〃

〃

活荷重（T）

活荷重（L）

死＋活荷重（T）

死＋活荷重（L）

最大値
曲Otデモーメント

My［kN・m］

一〇．00

－0．00

0．00

0．00

0．00
－0．00

せん断力

Sz［kN］

一321．50

　－92．93

　19．52

　25．70
　－73．41

　－67．23

最小値
曲げモーメント

My［kN・m］

　　一〇．00

　　－0．00

　　－0．00

　　0．00
　　－0．00

　　－0．00

せん断力

Sz［kN］

一321．50

　－92．93

－272．06

－365．98

－364．99

－458．91

B－85



C:l 

eo 

~~[fl;-/ :/ h ' ttl~~tjJ  



~C1 

co 
~] 

g~If~ /:/h ' #1~~?,b  



co 

oo 
co 



~o 

oo 
c:) 



§4　反力
　　Ru＝　2RL＋i（min）十RD
　　以下の反力には桁尻載荷分は含まない。

　　＜支点横断1－G1＞　　死荷重　　活荷重（T）

　　　　Rz（max）［kN］　　　414．43　　　272．06

　　　　Rz（min）［kN］　　　414．43　　　－19．52

　　　　Ru［kN］

　　＜支点横断1－G2〉　　死荷重　　活荷重（T）

　　　　Rz（max）［kN］　　　358．71　　　360．29

　　　　Rz（min）［kN］　　　358．71　　　　0．00

　　　　Ru［kN］

　　＜支点横断1－G3〉　　死荷重　　活荷重（T）

　　　　R　z（max）［kN］　　　　　358．71　　　　　360．29

　　　　Rz（min）［kN］　　　358．71　　　　0．00

　　　　Ru［kN］

　　＜支点横断1－G4＞　　死荷重　　活荷重（T）

　　　　Rz（皿ax）［kN］　　　414．43　　　272．06

　　　　Rz（min）［kN］　　　414．43　　　－19．52

　　　　Ru［kN］

　　＜支点横断2－G1＞　　死荷重　　活荷重（T）

　　　　Rz（max）［kN］　　　414．43　　　272．06

　　　　Rz（min）［kN］　　　414．43　　　－19．52

　　　　Ru［kN］

　　＜支点横断2－G2＞　　死荷重　　活荷重（T）

　　　　Rz（max）［kN］　　　358．71　　　360．29

　　　　Rz（min）［kN］　　　358．71　　　　0．00

　　　　Ru［kN］

　　＜支点横断2－G3＞　　死荷重　　活荷重（T）

　　　　Rz（max）［kN］　　　358．71　　　360．29

　　　　Rz（min）［kN］　　　358．71　　　　0．00

　　　　Ru［kN］

　　＜支点横断2－G4＞　　死荷重　　活荷重（T）

　　　　Rz（max）［kN］　　　414．43　　　272．06

　　　　Rz（min）［kN］　　　414．43　　　－19．52

　　　　Ru［kN］

死＋活荷重（T）

　　686．49

　　394．91

　　375．39

死＋活荷重（T）

　　719．00

　　358．71

　　358．71

死＋活荷重（T）

　　719．00

　　353・71

　　358．71

死＋活荷重（T）

　　686．49

　　394．91

　　375．39

死＋活荷重（T）

　　686．49

　　394．91

　　375．39

死＋活荷重（T）

　　719．00

　　358．71

　　358．71

死＋活荷重（T）

　　719．00

　　358．71

　　358．71

死＋活荷重（T）

　　686．49

　　394．91

　　375．39

B－90

活荷重（L）

　365．98

　－25．70

活荷重（L）

　448．57

　－1．64

活荷重（L）

　448．57

　－1．64

活荷重（L）

　365．98

　－25．70

活荷重（L）

　365．98

　－25．70

活荷重（L）

　448．57

　－1．64

活荷重（L）

　448．57

　－1．64

活荷重（L）

　365．98

　－25．70

死＋活荷重（L）

　　780．41

　　388．72

　　363．02

死＋活荷重（L）

　　807．28

　　357．07

　　355．44

死＋活荷重（L）

　　807．28

　　357．07

　　355，44

死＋活荷重（L）

　　780．41

　　388．72

　　363．02

死＋活荷重（L）

　　780．41

　　388．72

　　363．02

死＋活荷重（L）

　　807．28

　　357．07

　　355．44

死＋活荷重（L）

　　807．28

　　357．07

　　355．44

死＋活荷重（L）

　　780．41

　　388．72

　　363．02



§5．活荷重たわみの検討

◆仮定剛度の活荷重たわみ照査

　　　　支間長L〈＝10［m］

10［m］〈支間長L〈＝40［m］

　　　　支間長L〉40［m］

〈主桁G1＞

　　支間

　　　1

＜主桁G2＞

　　支間

　　　1

〈主桁G3＞

　　支間

　　　1

〈主桁G4＞

　　支間

　　　1

＝たわみδa＝L／2000
：たわみδa＝L／（20000／L）

＝たわみδa＝L／500

支間長L［m］　　δd［㎜］

　30．0000　　　　　　72．208

支間長L［m］　　δd［㎜］

　30．0000　　　　　70．015

支問長L［m］　　δd［㎜］

　30．0000　　　　　70．Ol5

支間長L［m］　　δd［mm］

　30．0000　　　　　72．208

δL，δa（丁荷重）［㎜］

12．875　＜　45．000

δL，δa（丁荷重）［mmコ

10．543　＜　45．000

δL，δa（丁荷重）［mm］

10．543　く’45．000

δL，δa（丁荷重）［㎜］

12．875　く　45．000

δL，δa（L荷重）［mm］

17．162　＜　45．000

δL，δa（L荷重）［㎜］

14．738　＜　45．000

δL，δa（L荷重）［㎜］

14．738　＜　45．000

δL，δa（L荷重）［㎜］

17．162　＜　45．000

B－91



§7　主桁有効幅

　　式（8．3．1）
　　　λ＝b　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（b／L　≦0。05）

　　　　＝｛1．1－2（b／L）｝b　　　　　　　　　　　　　（0．05　＜　b／L　＜0．30）

　　　　＝0．15L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（0．30　≦　b／L）

　　式（8．3．2）

　　　λ＝b　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（b／L≦0．05）
　　　　＝｛1．06－3．2（b／L）＋4．5（b／Lア｝b　　　（0．05〈　b／L　＜0．30）

　　　　＝0．15L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（0．30≦　b／L）

　　ここに、L：等価支間長［cm］

　　　　　　b：床版突出幅［cm］及び腹板間隔の1／2［cm］
　　　　　　λ：有効幅　　　［c皿］

7－1コンクリートの有効幅

　　Bf：最大上フランジ幅＋ハンチ高×2

　　〈主桁グループ1（G1，G4）＞

　　　断面位置　　　　L　　b左側

　　　　1L3000．00　81．50
　　　　　　　R3000．00　81．50

　　　　2L3000．00　81．50
　　　　　　　R　　　3000．00　　　　　81．50

　　　　　　　C　　　3000．00　　　　　81．50

　　　　3L3000．00　81．50
　　　　　　　R3000．00　81．50

　　〈主桁グループ2（G2，G3）〉

　　　断面位置　　　　L　　b左側

　　　　　1L3000。00　103．95
　　　　　　　R　　　3000．00　　　　103．95

　　　　2L3000．00　103．95
　　　　　　　R　　　3000．00　　　　103．95

　　　　　　　C　　　3000．00　　　　103．95

　　　　3　　　L　　　3000．00　　　　103．95

　　　　　　　R　　　3000．00　　　　103．95

b右側
103．95

103．95

103．95

103．95

103．95

103．95

103．95

b右側
101．40

101．40

101．40

101．40

101．40

101．40

101．40

　Bf
42．00

42．00

42．00

42．00

42．00

42．00

42．00

　Bf
52．20

52．20

52．20

52．20

52．20

52．20

52．20

λ左側

81．50

81．50

81．50

81．50

81．50

81．50

81．50

λ左側

103．95

103．95

103．95

103．95

103．95

103．95

103．95

λ右側

103．95

103．95

103．95

103．95

103．95

103。95

103．95

λ右側

101．40

101．40

101．40

101．40

101．40

101．40

101．40

B－92
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＜主桁グループ1

断面位置 断面3－L　　l　　　断面3－R
断面長　　　　　　　　　　［mm］ 9375．O　　　　　l　　　　　　　　9375．O

　　　　　I材　質　　　　上フランジ SM490YA　　　　　　I　　　　　　　SM490YA

ウェブ 　　　　　　ISM490YA　　　　　l　　　　　　　SM490YA

下フランジ SM490YB　　　　　－　　　　　　SM490YB

合成前断面力　Ms　　　［kN・m］
　　　　　　　Ss　　　　［kN］

2072　　　’　　　　　　　　O
　　　　l－121　　　　　1　　　　　　　　　　－321

一　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　r　　　　甲　　　　，　　　　一　　　　一　　　　一　　　　r　　　　r　　　　一　　　　　一　　　　r　　　　一　　　　哩　　　　一　　　　－　　　　階

合成後断面力　Mvd　　　［kN・m］ 一一一－一，一一層『噌一『冒響哨曙，r一騨一冒一一一一一一一一一一一甲　　　　　　518　　　，　　　　　　　　0
Mv（max）　［kN・m］ 2835　　　1　　　　　　　0

　　　　1Mv（min）　［kN・m］ 302　　　1　　　　　　　　0

Sv　　　　［kN］ 　　　　『一260　　　　　一　　　　　　　　　　一459

固徒簡距離　　　　　　［mml 5000．0　　　　　　1　　　　　　　　　5000．0

断　面　　　　床版　　　　［mm］
　　　　　　　上フランジ　［m司

2275　x　220　　　　　　0　　　　2275　x　220

　　　　　　　1300　x　　14　　　　　1　　　　　300　x　　l4

ウェブ　　　［mm］ 1700　x　　　9　　　　　：　　　　1700　x　　　9

下フランジ　［mm］ 500　x　　32　　　　　－　　　　　500　x　　32

合成前断面諸量　δs　　　［cm］ 28．89　　　　　1　　　　　　　　　28．89

Ysu　　［cm］ 　　　　　　1－115．29　　　　　r　　　　　　　－115．29

YsL　　［cm］ 59．31　　：　　　　59．31
As　　［cm2］
I　s　　［cm4］

355．00　　　　　　1　　　　　　　　　355．00

　　　　　　－1580685　　　　　r　　　　　　　1580685

合成後’断面諸量”δ》”一一一〔面丁 ”…一”二5廉7…一r”…通二5ブ”
Vcu　　［cm］
Vsu　　［cm］

一54，43　　　　　【　　　　　　　　一54．43

　　　　　『一27．83　　　　　瞥　　　　　　　　一27，83

VsL　　［cm］ 　　　　　1146．77　　　　　1　　　　　　　　146．77

Av　　［cm2］ 1069．84　　　　　1　　　　　　　1069．84

　　　　　　1I　v　　［cm4］ 5673426　　　　　1　　　　　　　5673426

応力　　L合成目1　　　［N／mm2］ 一151．1　　　　　　77．7　　1　　　　0．0　　　　　　　0．0

（上・下）許容応力度 （一177，4）　　　（262．5）　：　（262，5）　　　（262。5）

2．合成後　　　［N／mm2］
3．クリープ　　［N／mm2］
4．乾燥収縮　　［N／mm2］

一13．9　　　　　　73．4　　1　　　－0。0　　　　　　　0．0

　　　　　　　　9－6．0　　　　　　　　1．1　　冒　　　一〇．0　　　　　　　0．O

　　　　　　　　l－27．7　　　　　　　4．6　　1　　－27．7・　　　　　　4．6

　　　　5．温度差　　　［N／mm2］
　　　　曽　　　　一　　　　申　　　　一　　　　一　　　　一　　　　｝　　　　冒　　　　F　　　　－　　　　r　　　　－　　　　－　　　　隔　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　匿　　　　－　　　　一　　　　一　　　　曹　　　　－　　　　　匿

　　　　6．1＋2　　　　　［N／皿m2］

　一19　7　　　　　　　3　2　　1　　－19　7　　　　　　　3．2
一＿一一一』一一一＿＿一一一〇一一一」＿一＿野一一一＿一一一一＿＿［一
　一165．0　　　　　188．9　　1　　　－0．0　　　　　　　0．0

許容応力度 　　　　　　　　　1（一210．0）　（210．0）・（一210．0）　（210．0）

7．1＋2＋3＋4　　［N／mm2］ 一198．7　　196．0　：一27．7　　　4．6
許容応力度 （一24L5）　（210。0）：（一241。5）　（210．0）

8．1＋2＋3＋4＋5　　［N／mm2］ 一218．4　　　　　200。1　　1　　－47．4　　　　　　　7．9

許容応力度 （一273．0）　（241．5）：（一273，0）　（241．5）

9．降伏の照査　　［N／mm2］ 一275．9　　　　　247．3　　’　　一47．4　　　　　　　7．9

　　　　　　　　　，許容応力度 （355．0）　（355．0）1（355．0）　（355．0）

’コジグリ＝ト応ガ度一一”岱7而2丁 一一　一一　－一一　門　一一一一一一一一噂卜甲一一一『一一一『一甲一胴一一　一3。89　　〈　　一8．57　　1　　－0．00　　〈　　一8．57

せん断応力度．∫．、．、．．∫り∠四釦． 　　24　9　　〈　　120　0　　1　　　51　0　　〈　　120　0
一一＿＿＿』＿＿＿＿一＿＿一’＿一＿L一一一一。一一一一＿＿一＿二一＿

’合成応力度　　Wu 0．701　　〈　　1．2　　　　－　　0．210　　く　　1．2

　　　　　　　　1WL 0．555　　〈　　1．2　　　　1　　0．181　　〈　　1．2

引張ボルト数（上・下） 2　　　　　4　1
水平補剛材の段数 1　　　　　9　　　　　1

（G1，G4）＞
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＜主桁グループ2（G2，G3）＞

断面位置
断面長
材　質 上フランジ

ウェブ
下フランジ

［mm］

否蔵箭断面力

一合成後断面力

Ms　　　［kN・m］
Ss　　　　［kN］
Mvd　　　［kN・m］
Mv（max）　［kN・m］

Mv（min）　［kN・m］

Sv　　　　［kN］
固定間距離 ［mm］

断　面 床版　　　　［mm］
上フランジ　［mm］
ウェブ　　　［mm］

下フランジ　［mm］

合蔵前断面諸量

合成後断面諸量

δs

Ysu
YsL
As
I　S

δv

Vcu
Vsu
VsL
Av
I　v

［cm］

［cm］

［cm］

［cm2］

［cm4］

［cm］一

［cm］

［cm］

［cm］

［cm2］

［cm4］

（上・下）　許容応力度

　　　　2．合成後
　　　　3，クリープ
　　　　4．乾燥収縮

　　　　5．温度差
　　　　6．1＋2

　　　　　許容応力度
　　　　7．1＋2＋3＋4

　　　　　許容応力度
　　　　8．1＋2＋3＋4＋5

　　　　　許容応力度
　　　　9．降伏の照査
　　　　　許容応力度

［N／mm2］

［N／mm2］

［N／mm2］

［N／mm2］

［N／mm2］

［N／mm2］

［N／mm2］

［N／mm2］

一ゴジグリニト応万度””岱7而2丁
せん断応力度　τ　　　［N／mm2〕
合成応力度　　Wu
　　　　　　　WL
引張ボルト数（上・下）
水軍稀剛材の段薮

断面3－L 断面3」R

9375，0

SM490YA
SM490YA
SM490YB

9375．O

SM490YA
SM490YA
SM490YB

　　　　　2021　　　1
　　　　　　　　　　し　　　　　一118　　　1
”一”一一”一吾72””「

　　　　　2734　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　372　　　1
　　　　　－272　　　1

　　　　　　0
　　　　－314
一””””一万”一

　　　　　　〇
　　　　　　〇
　　　　一494

5000．0 5000．0

2576　x　220

300x　13
1700x　　9
500x　32

2576　x　220

300x　13
1700x　　9
500x　32

　29．87
－116，17
　58．33
352．00

1540503

　29．87
－116．17
　58．33
352．00

1540503
””一一”二6550冒”一「一一甲一一一二65「5σ一”

一52．51

－20．71

153．79

1161．44
6175794

一52．51

－20．71

153．79

1161．44
6175794

　一152．4　　　　　76．5　　1　　　0．0　　　　　　0．0

（一175．9）　（262．5）：（262．5）　（262．5）

　　一9．2　　　　　　68．1　　一　　　一〇，0　　　　　　　0，0

　　－3．8　　　　　　　0．7　　r　　　－0．0　　　　　　　0．0

　－28．1　　　　　　　5．O　　I　　－28．1　　　　　　　5．〇

一一一＝壌4．．一．－層憲4．『L一＝一ユ9護噌一一．．3二4．

　一161．6　　　　180。7　　，　　一〇．0　　　　　　0．0
（一183．6）　（210．0）1（一183．6）　（210．0）

　一193．4　　　187．8　：　一28．1　　　　5．0

（一211．1）　（210．0）1（一211．1）　（210．0）

　一212，9　　　　　192．0　　1　　－47．5　　　　　　8，3

（一238．7）　（241．5）：（一238．7）　（241．5）

　一266．9　　　　　238。2　　1　　－47．5　　　　　　　8．3

　（355．0）　（355．0）1（355．0）　（355．0）
ロ　ド　ド　ロ　ロ　ロ　　　　　　　り　　　コ　コ　リ　リ　ド　　　ト　ロ　　　ド　ラ　ド　コ　　　　　ド　ド　ド　ド　ド　ド　ド

　ー3．32　　〈　　一8．57　　量　　一〇．00　　く　　一8．57

　　25．5〈120。01　52．8〈120．0
　0．670　　〈　　1．2　　　　1　　0．223　　〈　　1．2

　　　　　　　　　　ド　0．515　〈　1．2　　 陰　0．194　〈　1．2
2 4
1 1



第2章　限界状態設計法適用における設計計算上の問題点
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3．床版

　　3．2　床版厚

　　道示鋼6．1．5解説の式（解6．1．2）　d＝k1・k2・d　oについて、指針では

　　表記がないため、大型車の交通量、支持構造物の特徴等が床版の最小全厚に考慮

　　されない。

6．端横桁・対傾構

　　　断面の照査を行う場合、従来の許容応力度法による設計では断面力を常時換算

　　して最大となる断面力のみで照査を行っ1ていたが、限界状態設計法では常時換算

　　を行うことがなじまないのでは。→設計計算の作業量が増大する。

　溶接脚長の計算において、従来設計力／単位長さあたりの溶接許容応力にて必

要脚長の計算を行う場合があった。限界状態設計法の書式ではこのような書式が

妥当であるのか疑問が残る。設計作業の面では従来どおりの法が簡便である。添

接の必要ボルト本数についても同様である。“限界状態設計法による設計計算例

合成桁（財団法人　鉄道総合技術研究所）”ではボルト本数に関して別紙に示す方

法で計算することを認めている。

その他

　鉄道総研資料において、応力度照査を行っている個所。

P50：板要素の終局限界状態の照査および疲労限界状態の照査に使用する、鋼桁断面の

作用応力度を求める。

P66：合成桁の場合、合成応力の照査をr標準：第1編』7．

による照査式で行うのは煩雑なため、「標準：第1編」7．1．

な応力度による照査式で行う。（添付資料参照）

1．5の式のように断面力

10式に変えて上記のよう
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参考資料「限界状態設計法による設計計算例　合成桁（財団法人　鉄道総合研究所）」より

　4．4　添　接

　　　添接は、輪送および架設の都合上、主桁を4分割する3箇所に設ける。

　　　添接部の終局限界状態の照査は、『標準3第1編』7．3．2による。

　　　　照査式

　　　　　　　　　　　　　P3
　　　　　7己　07■　。71　　　　　　≦　1
　　　　　　　　　　　　　P贈

　　　　　　ここに　P。：継手に対する作用力（ただし、圧縮耐力または引張耐力の50

　　　　　　　　　　　　％の大きい方）

　　　　　　　　　P、＝ポルト継手の耐力の場杏

　　　　　　　　　　　　　P凹．3n・m・P“／7鵬

　　　　　　　　　　　　　　ここに、n　：ポルト本数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　m　＝摩譲面の数　m冒2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　P・：翻帥ボルト91摩擦面当たりのすペウ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　耐力の特性値

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P亀38200kgf　　（M22，F10T）
　　　　　　　　　　　　　【解説】謡手に使用ずるポルト本数は、次の式1こよって求め

　　　　　　　　　　　　　てもよい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P8　　　　　　　　　　　　　　　　n≧7亀　・7b　・7乱
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　m・P厘／7臨

　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　上フラ拶　P鴫＝A・σ。．。／7亀’

　　　　　　　　　　　　　腹板P聞＝A・τ、／γ鵡

　　　　　　　　　　　　　下フラ渉　P・禺A・σヒ・／7・

　　　　　　　　　　　　　　ここに、A　　＝添接板の断面積

　　　　　　　　　　　　　　　　　　σ。“o　＝　3　200　kgf！c皿2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　6t。＝3200kgf／c皿2

　　　　安全係数　　下，“＝1850kgf／cゼ』

7■ 7む 7己 γ鳳

ポルト継手 1．0 1．05 1．2 1．05

添
接
板

上フラ甥

1．0 1．05 1．2

1．1

腹　板 1．05

下フラ” 1．05
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③合成応力の照査

　　断面変化位置（下フランジ）での腹板下端において、曲げモーメントとせん

　断力が同時に作用する部材の照査を行う。合成応力の照査は「標準＝第1編」

　7．1。5による。

　・照査式

　　　〔7亀。丑1’γ’｝礼｛〔fチF；〕2＋〔τuチγ．〕3｝≦1

　　　【解説】合成桁の場合、合成応力の照査を「標準3第1編』7．1．5の式の

　　　ように断面力による照査式で行うのは煩雑なため、　『標準3第1編』7．1．

　　　10式に変えて上記のような応力度による照査式で行う。

　・曲げモーメントによる作用応力度

　　　σ胃2296kgf／cm2　（腹板下端　P62参照）

　　せん断力による作用応力度

　　　　　　235　000　　　　　　　　　　　　4　100　000
　　　τ　＝　　　　　　　　　　　十　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　452　十　36

　　　　　　520．0　　　　　　　2×　220．0×　 200．0×　1．3　　ρ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3488kgf／c皿2
　・照査

　　〔1溢×1：15×L2〕2×｛〔321。2161．。5〕2

　　＋〔1851811．。5〕2う＝色846く1
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「指針」と「計算例」との比較検討

。　’熊こ・ 日召　　　こ　　、 こ ＿　　、　　｝　、　　　昭

1－1【「指針」の場合】

下記①～⑤の各荷重状態に対する断面力について、断面力表記を用いて照査する要領を

提示している。

①合成前

②合成後

③

④

⑤

前死荷重作用状態・

①＋後死＋活作用状態．

　②＋クリーブ

　　　③＋乾燥収縮

　　　　　・④＋温度変化

（σs）

σS，σV，σva

σs，σv，σv1，Σvla

σs，σV，σV1，σv2，σv2a

σs，σV，σV1，σv2，σt，σta

　上記の合成後の各照査段階においては、その段階に対応した現行道示に示される許容応

力度σia・各荷重に対する作用応力度σiを一旦求めておいて、一一
　　　　い　　　、　　　　　　　　　　　　　、一，・、 から、終局耐力を算出している。

さらに、降伏に対する安全度の照査を行うように提示している。

⑥降伏に対する安全度の照査 σs，σV，σV1，σv2，σt

’ただし、指針に示される上記⑥の照査式では、合成前荷重に対する応力度σsも合成後

の断面諸元を用いて終局耐力を算出するような表示になっているため、実際にこの照査式
を使用することはできない。

6）降伏に対する安全度の照査

　　　里≦1

　　　Mσ
　　　M・甑＋嚇＋％＋％＋射q）舞

　ここで，

　　σ　＝温度差影響時応力度

　　8
　　　　　　　1プ
　　　M＝σ一　　　　4　　　　　σ
　　　　　　　ル
　ここで，

　　σ　＝降伏に対する安全度の照査に用いる鋼材の降伏点
　　　■

（資

（資

1L1．16）

lL1．17）

（資ILL18）
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1－2【「計算例Jの場合】

　合成前状態の照査要領は、基本的に指針の場合と同じと考えられる。

　合成後状態の照査要領は、合成前荷重に対する荷重状態考慮した各荷重単独状態に対す

る作用断面力・終局耐力を算出し、これらの比を用いて一つの窯査式で照査している。

合成後の鋼桁断面の照査

7・・7b・75・1告＋蓋r＋告｝≦1

　ここに、　N8　　　N5隔＋N7　　　N頃＋Ng
　　　　　コ　　　　　　　　　　ぜ　　　　N巴8　　　　N駒．g　　　　　N凹81

　　　　　　N巴．．3鋼桁全断面の軸方向耐力

　　　　　　F・兜ゴ卿桁下フラン畑鞭の肪向勘

　　　　M．　　　Mo窩十M紬＋M7
　　　　M免8　　　　　M題・

　　　　－＿＝M・2＋ML＋Mコ＋　Mc
　　　　M．り　　M“■皇　　　M』”7　　　M巴り，

　　　　　M・・2巳3コンクリ騨トが舛一プした場令の舘鞭ω

　　　　　　　　821）の曲げ耐力

　　　　　M。。，＝コンクリートがクり一プしない場合の合成断面l

　　　　　　　　n冨7，の曲げ耐力

　　　　　M“”：主桁中心線に関する合成断面1皿871の水平方

　　　　　　　　向曲げ耐力
　したがって前式は次式のようになる．

7・・7・・7畠・｛N譜？＋N譜9

＋M飢＋鶏il＋Mτ＋殼li，，＋M読摯竃＋M艶i｝≦1

1－3【両者の比較】

1）終局耐力の算出方法

　「指針Jの場合は、各荷重状態での作用応力度に対する許容応力度の余裕から終局耐力

　を算出している。

　「計算例」の場合は、強度特性値（応力度）から終局耐力を算出している。

2）合成径に対する照査要領

　「指針」の場合は、各荷重状態ごとに曲げ耐力を照査し、さらに降伏に対する安全度の

　照査として全荷重を考慮した状態での曲げ耐力を照査するように提示しており、2段階

　の照査を必要とする。

　「計算例」の場合は、各個別の荷重に対する作用断面力と終局耐力を算出し、これらの

　比の全荷重（合成前荷重についても含む）の合計値を用いて照査を行っている。
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3）改善点

　「指針」の場合は、

　　　・作用応力度を一旦算出して、それを基に終局耐力を算出している。

　　　・各荷重段階ごとに終局耐力を照査している。

　ことなどから、設計の実務作業を考慮した場合、かなり煩雑な作業であると考えられる。

　したがって、「計算例」の要領に準じることができれば、実務作業としては省力化するも

　のと思われる。ただし、この場合でも終局耐力の算出においては、道路橋における終局

　レペルでの強度特性値が規定されていないことから、許容応力度を用いて終局耐力を算

　出することになる。

2－1　終局耐力の計算

1）合成前

鋼材の断面2次モーメント　l　Is＝1973000×10“4皿2

鋼材断面の中立軸からの距離；上フランジ　ysu＝1108皿

　　　　　　　　　　　　　下フランジ　ys1＝646皿

鋼材断面の許容応力度　　　；上フランジ　σa＝143N／皿2（SM490Y）

　　　　　　　　　　　　　下フランジ　σa＝210N／皿皿2（SM490Y）

鋼材断面の降伏応力度　　　　；σy＝355N／皿皿2（sm490Y）

終局曲げ耐力

　・上フランジ1143×1973000×10＾4／1108／10＾6×1．7＝4329kN．m

　　　　　　　　355×1973000×10＾4／1108／10＾6　　　　＝　6321kN．皿

　・下フランジ1355×1973000×10＾4／646／10＾6　　　＝10842kN．皿

2）合成後

　　　合成断面の断面積

　　　合成断面の断面2次モーメント

　　　合成断面の中立軸からの距離

鋼材断面の降伏応力度

　　；As　＝　39720m皿2

11v＝6035000×10＾4mm4

；上フランジ　yvsu＝　300皿皿

下フランジ　yvs1＝1454皿

；σy＝355N／皿皿2（s皿490Y）

終局軸方向耐力；Nv

　・355×39720／10＾3＝14101kN

終局曲げ耐力　　η3ワ

　・上フランジ；355×6035000×10＾4／300／10＾6＝71414kN．m

　・下フランジ1355×6035000×10＾4／1454／10＾6＝14735kN．皿
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･n = 14 

･ J:75y>J^ 35Sx 4957000x lo^4 IS12 Ilo^6 
･ ~~7~ :/ *j" 355* 4957000/ ro~4 /1242 / Io^ 6 
In = 21 

･ J:7~)~; 355,4336000,10^4/ 63e/ Io^G 
･ I~7~ ~ ~ 355x4338000x lo^4 /1 I18/ 10^6 

2 - 2 p~'----f~:~~fF1~: 

= 34370 
= 14169 

= 2~203 
= ~3768 

~i~" tt" ~~ 1) ~ ¥ ~ ,~. (vxf~;~1~I~) / (ax~f~i~~tjJ) };J( D~:d:IU~v,~. 
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第4章　少数主桁橋関連文献一覧
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切

1
5
①

文献名 著作者 出典 発行年

英国におけるBS5400合成橋梁の新しい設計基準（案）について（上） 前田幸雄 橋梁と基礎
1978

英国におけるBS5400合成橋梁の新しい設計基準（案）について（下） 前田幸雄 橋梁と基礎 1978

英国における新しい橋梁共通規準BS5400について 西村昭加藤寛　中村浩志　総田完治 橋梁と基碗 1979

イギリスの新しい橋梁規準BS5400の紹介 前田幸雄 橋梁と基碑 1981

英国の新しい鋼橋設計示方書BS5400－Part3について D．A．Nethercot、（訳）金井道夫 橋梁と基礎 1981

BS54003編　鋼橋の設計指針（1982年4月） （社）建設コンサルタンツ協△近畿支部
1984

道路橋の荷重と設計法に関する調査研究 関西道路研究ム　道路橋調査研究委員会
1985

明石海峡大橋限界状態股計法に関する調査研究報告書 （財）海洋架橋調査ム
1985

道路橋の限界状態設計法に関する調査研究報告書 九州橋梁・構造工学研究会／編
1985

BS54001編　総則（1978年）BS54002縮　荷重の示方書（1978年） （社）建設コンサルタンツ協△近畿支部
1986

BS5400規定での実施設計にっいて　一ケポン・フライオーパー橋一 浅野正二　渡辺和信　塚原弘光 横河橋梁技報　No．16 1987

限界状態設計法 土木学▲関西支部 昭和62年度講習会テキスト 1987

限界状態設計法における股計活荷重に関する検討 建設省土木研究所構造橋梁部橋梁研究室 土木研究所資料第2539号 L988

「鋼構造物設計指針』に基づいた設計計算例とその考察 九州橋梁・構造工学研究△道路橋の限界状態設計法分科会
1988

限界状態設計法における股計活荷重に関する検討H 建設省土木研究所構造橋梁部橘梁研究室 土木研究所資料第2700号 1989

限界状態設計法に対する一解釈 西野文雄佐藤尚次　長谷川彰夫 橋梁と基礎 1989

鋼橋の股計と限界状態　活荷重と終局・疲労限界 土木学△関西支部 平成3年度講習会テキスト 1991

鋼構造とコンクリート構造の限界状態股計法に関する共通の原則 土木学会鋼・コンクリート共通構造設計基準小委員会 土木学会論文集No．450／【一20pp．13－20 1992

鋼構造の限界状態股計法に関する一考察 名取賢一　岡内功 土木学会年次学術講演会講演概要集第1部 1992

鉄道構造物等設計標準・同解説一鋼・合成構造物 （財）鉄道総合技術研究所
1992

限界状態設計法による設計計算例　合成桁 （財）鉄道総合技術研究所
1992

限界状態設計法による設計計算例　下路プレートガーダー　鋼直結式 （財）鉄道総合技術研究所
1992

限界状態股計法による設計計算例　ラーメン鋼脚 （財）鉄遺総合技術研究所
1993

限界状態股計法による設計計算例　下路トラス （財）鉄道総合技術研究所
1993

多径間連続高架橋の限界状態股計法による設計マニュアル （社）建設コンサルタンツ協会近畿支部
1993

限界状態設計法の安全係数の選択について 片桐健　長尚　肥塚二朗 土木学会年次学術講濱会講演概要集第1部 1994

限界状態設計法による試般計と耐風・耐震技術の事例調査 （社）建設コンサルタンツ協会近畿支部
1995

二一ルセン・ローゼ橋，および鋼製ラーメン橋脚の終局限界状態に関する基礎的研究 江口慎介　北田俊行　中井博 木学会年次学術講演会講演概要集第1部（A） 1995

（i）限界状態設計法に基づく鋼・コンクリート合成桁の設計指針（草案）について 亀井正博　祝賢治　平城弘一　上田多門 第3回合成構造の活用に関するシンポジウム講濱諭文集 1995

（2）限界状態股計法に基づく鋼・コンクリート合成桁の設計指針（草案）について 石崎茂　栗田章光　水野英二　中島章典　川口直能 第3回合成構造の活用に関するシンポジウム講演論文集 1995

（3）限界状態設計法に基づく鋼・コンクリート合成桁の設計指針（草案）について 松井繁之　文免景　池田秀夫　武田芳久 第3回合成構造の活用に関するシンポジウム講演論文集 1995

限界状態股計法による斜張橋の耐風設計に関する調査研究 建設省土木研究所構造橋梁部構造研究室 土木研究所資料第3352号 1995

鋼桁橋における現行設計法と限界状態設計法のキャリブレーション 守矢健矢　塚原弘光　長崎富彦　入部孝夫　中西芳郎　依田照彦 橋梁と基礎
1997

鋼構造物股計指針　PART　A　一般構造物 土木学会
1997

鋼構造物股計指針　P鰍T　B　合成構造物 土木学会
1997

有義荷重を用いた道路交通荷重の一評価法 黒田保博　当麻庄司 土木学会年次学術講演会講演概要集窮1部（A） 1997

限界状態設計法による設計計算例　下路プレートガーダー（道床式） （財）鉄道総合技術研究所
1997

限界状態股計法による設計計算例　下路プレートガーダー（鋼直結式） （財）鉄道総合技術研究所
1997

鉄道構造物等設計標準・同解説　鋼とコンクリートの複合構造物 （財）鉄道総合技術研究所
1998

高強度鋼材適用による鋼橋構造の合理化の可能性 高橋和也　三木千寿 土木学△年次学術講演会講演概嬰集第1部（A） 1998

限界状態設計法の書式による鋼道路橋設計指針 鋼橋技術研究会限界状態設計法研究部会
1998

ヨーロッパ規準4：鋼・コンクリート合成構造物の設計　第2編・橋梁（1996年版）（上） 粟田章光　長井義則　江頭慶＝　恩知俊一 橋梁と基礎
2000

SI単位版　鉄道構造物等設計標準・同解説一鋼・合成構造物 （財）鉄道総合技術研究所
2000

㎜樹脂コンクリートにより上面増厚補強されたRC床版の限界状態設計法 岡田裕行　堤下隆司　億岡文明　栗田章光 土木学ム年次学術講演会講演概要集第5部 2000

橋梁ケーブルの限界状態設計法に関する一提案 中村俊一 構造工学論文集VoL47A
2001

鋼床版の性能照査型設計法 大田孝一　川畑篤敬小林潔 橋梁と基礎
2001

MMA樹脂コンクリートにより上面増厚補強されたR　C床版の使用性に関する検討 岡田裕行　堤下隆司　億岡文明　果田章光 土木学△年次学術講濱会講演概要集第5部 2001

圧延H形鋼を用いた複合橋梁の提案 中村俊一　田中寛泰 鋼構造年次論文報告集第9巻 2001


